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は じ め に 
 

 

近年、わが国では少子高齢化や核家族化が著しく進行し、家
庭や地域社会の変貌等、子育てや子どもを取り巻く環境が大き
く変化しており、府中市においても例外ではない状況となって
います。 
国においては、少子化の流れを変え、社会全体での子育てを

推進するために、平成 17年度から 10年間の集中的、計画的な
取組みを促進するための「次世代育成支援対策推進法」が平成
15年７月に制定されました。 
本市においても、それに基づき、平成 17 年３月に「府中市

次世代育成支援行動計画（前期計画）」を策定し、「家庭で育み 
地域で育む 子どもの健康」をスローガンとして、府中市の子

どもが一層健やかに育ち、家庭や子育てに夢を持ち、かつ次代の社会を担う子どもを安
心して生み育てられるまちづくりをめざして、家庭・地域・社会が一体となって少子化
対策、子育て支援施策を計画的に取り組んでまいりました。 
しかしながら、各種施策を推進するも、依然として子どもの数は減り続け、子どもの

自主性や社会性の低下、労働人口の減少を招来し、子ども自身にも社会経済にも、将来
にわたって大きな影響を及ぼす問題は、打開されておりません。 
このたび、平成 17 年度以降、５年間の子育て支援、児童育成、母子保健等の施策に

係る取組みの実績評価や子育て支援等に関する市民皆様の生活実態や要望・意見を把握
するために実施した「府中市次世代育成支援後期行動計画に係るニーズ調査」による結
果を踏まえ、府中市が直面している課題を分析・検証し、子育てに喜びや楽しみを感じ
ることができるまちづくりをめざして「府中市次世代育成支援後期行動計画（平成 22
～平成 26年度）」を策定しました。 
この計画に掲げた「６つの施策の柱」を積極的に推進することにより、府中市に暮らす
すべての人々が“府中市で子育てをしてよかった”と実感できるよう果敢に努めてまいり
ます。 
特に、施策の柱のうち、「家庭力の推進」「地域力の推進」を重点とし、家庭・地域の

絆の再生を図るよう、住民協働のまちづくりをめざすことは、社会・経済情勢の変動の
激しい混迷の時代におきまして、府中市が自立した自治体としてのゆるぎのない強固な
土台づくりに繋がるものと考えます。 
計画の推進に当たりましては、国、県をはじめ市民、地域、企業や関係機関・団体等

との役割分担と相互の連携を図りながら、前期計画を踏襲した「計画のめざす将来像」
の実現に向け、鋭意努力していきたいと考えておりますので、皆様方の一層のご協力を
お願いいたします。 
 最後に、この計画の策定に当たり、ニーズ調査において貴重なご意見を賜りました市
民の皆様、ヒアリング調査にご協力いただいた関係機関の皆様、また、貴重なご審議を
いただきました「府中市健康地域づくり審議会 次世代育成支援分科会」の委員の皆様
に心から感謝申しあげるとともに、今後５年間の計画推進に対しましても、ご支援ご協
力を賜りますようお願い申しあげます。 
 
 平成 22年３月 

 

府中市長 伊 藤 吉 和 
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第１章  計画の概要 
 

 

１ 計画策定の趣旨 

 

●●●●全国的全国的全国的全国的なななな少子高齢化少子高齢化少子高齢化少子高齢化のののの進行進行進行進行    
 近年、少子化の進行は、労働力人口の減少や今後急速に進む高齢化と相まって、社

会保障負担の増加等、社会経済の成長に重大な影響を及ぼすことが懸念されることか

ら、国にとって最重要課題の一つとなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●●●●後期計画策定後期計画策定後期計画策定後期計画策定のののの理由理由理由理由    
 府中市においても、このような現状を踏まえ、次世代育成支援対策推進法のもと、

平成 16 年度において府中市次世代育成支援行動計画（前期計画）を策定しました。

その後、約５年が経過し、後期計画を策定するため、市民を対象とした後期ニーズ調

査を行った結果、未だ子育てにおける母親の負担感は大きく、仕事と生活との両立も

十分には図られていない現状がうかがえます。子育てにおける母親の負担軽減、子ど

もや子育て家庭を総合的に支えていくための職場環境の整備、各種サービスの充実、

地域の人々の理解・協力等、さまざまな課題が挙げられます。また、平成 29 年度末

の達成に向けた「新待機児童ゼロ作戦」や近年注目されている「ワーク・ライフ・バ

ランス（仕事と生活の調和）」等に対しても積極的に取り組んでいく必要があります。 

資料：出生数及び合計特殊出生率の年次推移（厚生労働省） 

第１次ベビーブーム 
（昭和 22年～24年） 
最高の出生数 
2,696,638人 

第２次ベビーブーム 
（昭和 46年～49年） 
2,091,983人 

昭和 41年 
ひのえうま 
1,360,974人 

平成 17年 
最低の出生数 1,062,530人 
最低の合計特殊出生率 1.26 

平成 20年 
1,091,150人 

   22     30      40       50      60   2   7       17 20 
   昭和                              平成  

 

平成 20年 
1.37 

出生数 
合計特殊出生率 

����

������

年 



 3 

 ����������	
���
�����������	������������ !"# $% &'

��()��������	
���
�����
�������������

���	 !
"#$%&'()*�+,-
./01$%2����$34	5

6789-
���	:;<=>�-
?@
�

*�+��������	
��,�-.	/0���1�� ! $$ # $% &'��()���� AB*
C/$DE�FG����$HI$JK$LM���������$N$N�O

P���$��Q�R�ST?@
�

*�23456�!��789:�	
��456�!��.	/0;�� ! $<#=&'��()>

 � ! $?#"&�+@�,�-.	�����U���V���WAXY(Z$[E�\]�^!�_`V
abcdefV6g
��
h����$&i�WjJkl<���� Amno�p$qr�"#$stq

r$JK$uvwxQ	\]?@
�

* ! $?# $A&��B
CDEF��GHIJ�ygz$����{|P�V}�	~�-
�����
���
��� A$��	l����J��?@

�

* ! $K #H��LM
CDE�����IJ����g�$U������P�\]G�Z��
�o�
$U���|����&G�Z	��<�
��+,��E�-
�$?@

�

* ! $K # $% &���DENOPQR�STU��VWXY��FG�
�$�� y�����$H
I������
���	¡¢<� A-
£¤�$%2�$¥>	¦$H§���\]?@

�

* ! %A #H��Z[\];��^_`a��¨J���� AB*C/$©� ª«�¬­��
��
�n�®�¯-
 A$°±Q?>

>
²$³´���µ$¶��·¸¹�dº��
U¶�:;»Z$¼½�¾&¿ÀÁÂ?�|�ÃÄ�ÅÆÇÈ�É

 �b�c��def��T�	gh>
VÊËÌ�& A¯m\]»ÍNÎxÏÐm½ÑÒ�ÓÔºJUÕÖZ�U=>Z�UST�×-
GØZ�

�Ù�ÎxÏÐm½$ÚÛV�mÜÝ	Þß-
à@
�
VÊËÌ�& A�×á-
âÁ$ãä�å������	WA-
æ;ç9>èé?¾& ¿ê Á ¿ë ì ëÀ

æ�UFG�
�$���í*îVYïðV)Y(/?ñòZÍNUFG�
�$��\]$JK$ÎxÑ

ÒZ¾&¿êÁ¿ëì¿óæQ?�ÓÔºJ¨��¯m$pôõn�ö�\]ÜÝQ	Þß-
à@
�
VÄ�|�÷øùè�¾&ëúÁ¥ìëÀæ?$ÚÛ�ÜÝ�û�<�mü	Þß-
à@

�
V"#}ý$��°±$JK$þ�¯m��O$��XY(��¾&ëúÁÀìëêæ?�ÓÔºJ¯m$p

ôõQ	Þß-
à@
�

*ijklm��	gh�no@
�
Vz�ÏÐm½�>cd��h�$��	
$"#��$�±	�Ï
*�Q	M��Þß-
à@

Vz�ÏÐ$�&¬­n�v$st��!J��Q	Þß��z�ÏÐ$��	E�-
à@

����� � ���	
��
��������

@

�

 
 
 
 
 
 
 
 
���������	
��
������������������
@

�

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
�

���� !�"#$�%&'#()*+�
@

�

 
 
  
 
�

 
 
 
 

�

��

�

,-.� ���/0�



 4 

●●●●府中市府中市府中市府中市らしさをらしさをらしさをらしさを大切大切大切大切にしたにしたにしたにした後期計画後期計画後期計画後期計画のののの策定指針策定指針策定指針策定指針 
 後期計画では、前期計画の評価・見直しを行い、また府中市が直面しているこれら

のさまざまな課題に対応し、課題の根底にある子育ての負担感、不安感を家庭・地域・

職場・市全体が協働で解消することにより、子どもを安心して生み育てられ、子育て

の喜びを感じることができるまちづくりをめざして策定を行います。 

加えて、府中気質のものづくり精神等、府中市らしさを大切にしながら地域で協力

し合って子育てをすることで、郷土愛を育み、子どもが健やかに育ち、府中市で子育

てをしてよかったと実感できるまちをめざして、本計画を総合的に推進します。 

 

 

２ 計画の位置づけ 

 

 この計画は、次世代育成支援対策推進法（平成 15 年法律 120 号）第８条第１項に

規定する「市町村行動計画」で、府中市のすべての子どもと子育て家庭を対象として、

府中市が今後進めていく子育て支援施策の方向性や目標を総合的に定めるものです。 

さらに、府中市長期総合計画を具体化する健康地域づくり分野の個別計画であると

ともに、府中市の次世代育成支援対策を推進する基本計画としての性格をもちます。 
 

《第３次府中市長期総合計画の中での位置づけ》 
第第第第３３３３次府中市長期総合計画次府中市長期総合計画次府中市長期総合計画次府中市長期総合計画（平成17年度～平成26年度）    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
府中市地域福祉計画 

府中市障害者福祉計画 
 
府中市第４期高齢者保健福祉総合
計画・介護保険事業計画  

健康ふちゅう 21行動計画 

府中市地域医療計画（策定予定） 
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ものづくりものづくりものづくりものづくり
産業産業産業産業のののの力力力力をををを
発揮発揮発揮発揮するするするする    
都市都市都市都市    

活力活力活力活力のあるのあるのあるのある
市民市民市民市民がががが育育育育つつつつ
都市都市都市都市    

府中府中府中府中らしさらしさらしさらしさ
がががが薫薫薫薫るるるる都市都市都市都市    

「府中市健康地域づくり審
議会」で５つの分科会に分
かれ、一体的に計画を策
定・評価・推進 
●●●●次世代育成支援分科会次世代育成支援分科会次世代育成支援分科会次世代育成支援分科会    
●地域福祉分科会 
●元気づくり分科会 
●医療・病院分科会 
●市立病院経営審査分科会 

まちづくり
の目標 

分野別にみたまちづ
くりの基本指針 

〈都市基盤づくり〉 
個性的個性的個性的個性的でででで豊豊豊豊かなにぎわいかなにぎわいかなにぎわいかなにぎわい
のあるのあるのあるのある都市都市都市都市をめざしてをめざしてをめざしてをめざして    

〈健康地域づくり〉 
地域地域地域地域でででで創創創創るるるる健康都市健康都市健康都市健康都市をををを    
めざしてめざしてめざしてめざして    

〈産業・観光〉 
地域特性地域特性地域特性地域特性をををを生生生生かしたかしたかしたかした活力活力活力活力    
あるあるあるある産業都市産業都市産業都市産業都市をめざしてをめざしてをめざしてをめざして    

〈生活環境づくり〉 
安心安心安心安心してしてしてして暮暮暮暮らせるらせるらせるらせる    
住住住住みよいみよいみよいみよい都市都市都市都市をめざしてをめざしてをめざしてをめざして    

〈文化・教育〉 
心豊心豊心豊心豊かなかなかなかな人人人人とととと文化文化文化文化をををを育育育育むむむむ
都市都市都市都市をめざしてをめざしてをめざしてをめざして    

��������	
��
�

���� ����	�
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３ 計画の期間 

 

 この計画の期間は、平成 22年度から平成 26年度とします。 

 次世代育成支援対策推進法では計画期間を 10年間としており、平成 17年度から平

成 21 年度までを前期計画期間とし、５年間の取組みの実績評価・総括を行ったうえ

で、本計画を平成 22年度から平成 26年度までの５年間を後期計画として策定するこ

ととなります。 
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４ 市民の声の反映 

 

市長の諮問に応じて答申する機関「府中市健康地域づくり審議会」が平成 16 年度

に発足しました。この中に設置された分科会のうちの１つ、「次世代育成支援分科会」

において、この計画の素案を審議しました。 

 また、子育て支援に関する市民の生活実態や要望・意見を把握するため「府中市次

世代育成支援後期行動計画策定に係るニーズ調査」を行いました。 

 

５ 計画の推進体制 

（１）推進体制の強化 

計画策定後は、「府中市健康地域づくり審議会 次世代育成支援分科会」において

定期的に進捗状況を報告し、点検・評価します。また、計画の推進にあたっては、市

内関係団体等による各種ネットワーク体制や庁内ネットワークとの連携を図りなが

ら、市全体で次世代育成支援を進めます。 
 

（２）国・県との連携強化 

総合的かつ効果的な次世代育成支援対策の推進を図るため、国・県との連携を深め、

必要に応じて協力の要請を行い、計画の推進を図ります。 

前期計画 

後期計画（本計画） 

���� ����	�
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第２章  計画の将来像 
    
 

１ 計画がめざす将来像 

 

前期計画では、府中市の子どもが今後一層健やかに育ち、市民が安心して子どもを

生み育てられるまちづくりをめざす「家庭で育み 地域で育む 子どもの健康」を、

10年間を見据えた計画の将来像に設定しました。 

その後５年間、市では子育て支援に関する各種の施策に取り組んできましたが、依

然として不安や負担を感じている母親がみられ、仕事と子育ての両立の難しさや緊急

時等の預け先の不足、子どもへの虐待等さまざまな課題の根底には、母親一人に子育

ての負担が偏っていることがうかがえます。 

母親の不安感や負担感の解消のためには、まずは、最も身近な家族である父親や、

同居・近居の子育て経験者でもある祖父母の理解や協力が最も重要です。加えて、子

育ての伝承が難しく、核家族化している社会の中では、公的サービスの充実や家族の

支援だけでなく、地域の中で相互に支え、支えられているという関係性の構築を育む

よう地域における子育て支援の充実が求められています。 

これらに重点を置きながら、後期計画の将来像については、前期計画を踏襲し、引

き続きその実現をめざしていきます。 
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≪≪≪≪ 将来像将来像将来像将来像 ≫≫≫≫     
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２ 計画の体系図 
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☆出産期、乳幼児期からの食育の推進 
☆教育環境の充実 ☆次代の親へのステップ 
☆子どもの虐待防止及び保護 
☆子どもの心の健康づくり ☆安全な遊び場の確保 
 


�������� !"����
☆マザーリング・ザ・マザーの普及啓発 
☆祖父母の子育て支援の促進 
☆保護者が子育てを学び、交流できる場の充実 

#$�����
☆地域による子育て支援 
☆子育てサロンの充実 
☆交通安全・防犯対策 

%&'��(�)*+,�
☆ワーク・ライフ・バランスの普及啓発 
☆保育サービス等の充実 

-./0+12345678�9:�
☆子育て支援ネットワークの整備 
☆相談体制の充実 
☆子育て支援拠点の充実 

;<=(���>?@�(2ABCDE�
☆母子の健康づくり ☆医療体制の整備 
☆子育てがしやすい生活環境づくり（バリアフリー、
住環境等）☆経済的負担の軽減 ☆ひとり親家庭・
障害のある子どもをもつ家庭等の支援 

����

�� ��

�� ��

	� 
�

��
�

�� ��

� 後期計画では、��� �����	
と��� �
���	
の２つを重点的に進めます。�
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第３章  ６つの施策の展開方向 
 

 

 

１ 子どもの育つ力の促進 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）出産期、乳幼児期からの食育の推進 

 

内 容 今後の方策（平成22年度～26年度） 

① 
妊娠・出産期 
の 食 育 

��������	
��
�����������������

�� �!"#$%&'()*+,-&./0(12

�%34�5�678������%39:;)<!�=>&./0

(12

② 
乳 幼 児 期 

の 食 育 

�?@A?@=B&CD��%@EF�GH��I?@A&JK)

%@�LM�0(1NOPQ��RS()TU&<V%@�WN

&./0(12

�X%Y;Z[�/\���%&'()*+,-�]^3_�N`

��?@AaA�baAcd?efg�hi�LM�0(12

�j��kl�mnU�opqNrstutu�vw5u�x�x

��vw5u�y�z{�0(12

 

 

                             
※食事バランスガイド＝食生活指針を具体的な行動に結びつけるものとして、食事の望ましい組
み合わせやおおよその量をわかりやすくイラストで示したもの。 

����

���������	


��������	
��
����������
����������

�� !"�#$

���%&�'�()�*+�
�,�,"-./0!

"�12�34�56���2789:

7%
;<=�>? @"��AB+.
CD
>"E�FG��H68�

""�

I+EJK)�LM�
-N��OP��&
QR�%S*TU�

VW���
XYZA[
N\%����]^/M�%_�`ab�c@789:
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③ 学童期の食育 

�|}~&<)������%�����?efg�=>lz{�

0(12

�?ef��kl�mnU�o�%@�����N`�0(12

����%&JK)������LM�0(12

��0��%��&�����)<!�j�:%�&'��l"�

�����)����K0(12

��j����j��vw5u���;{;���0(12

 

（２）教育環境の充実 

 

内 容 今後の方策（平成22年度～26年度） 

① 
幼 児 教 育 

プ ロ グ ラ ム 

��c�@��$ )WN&¡K��c�@¢[u�£�LM&.

/0(12

② 
一 人 一 人 に 

応じた学力向上 

�r¤¥¦=>�§��¨�©ª��«¬­�z{�0(12

�®¯�°)�kl±²±²�³´&µ" 9$¶·�NO&¸�

o¹��M/)o/�º» *+,-�lU¼²�?ef�½¡

�¾�¿ÀÁ:;)<!�¹�=>ÂÃ���Ä�WN�Å��

;0(12

��r®¯sÆÇy�È½ÉÊ�ËÌÍ®¯sÎÇÏÇy�Ð�Ä

ÑÒÓ�:Ô¦ �@ÕÖ×�ØÙU()cd�Ú&m()��

ÛÜ�r�Ö×��!o/�Ô¦Ö×�@Ö×Ã��ª�z{�

0(12

③ 保 幼 小 連 携 

�?@A��ÝÞ�ß���àá&<)	â3_�z{��LM�

0(1ß�ãä�9��:��Ü�å��æ�oV�çè°��

3�M�()TU�é���ß��&êHë�Nì��b¹�c

&êM��½í�}�0(12

④ 小中一貫教育 
��klo"�î�<V<ïðñ(o/�ò_RS�ó�&ôäõ

	â�]ö&ô�÷g�øVaèò_���Ôë��#� 9$�

ßó±ù�@�WN�Å)«¬­���0(12

⑤ 
信 頼 さ れ る 
学 校 づ く り 

���PQ���PúÃû¥�WN��üý��þU�àá�±�

M/��;0(12

⑥ 
家 庭 教 育 
へ の 支 援 

�I�����Î�&m�������@ÂÃ����j�î��

0 Ü°!�r¢[u�£���*+,-���	ÛÜ�¨�


�����r
5���à{�	�0"�ïV���	����

�Ö×�LM�0(12

                             
※地産地消＝地域生産地域消費の略語で、地域で生産された農産物や水産物をその地域で消費す
ること。 

※乗り入れ授業＝小学校と中学校の学びをつなぐため、校種の違う教師が二人で TT（ティームテ
ィーチング）授業を行うこと。 

�
�
�
�
�
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（３）次代の親へのステップ 

 

内 容 今後の方策（平成22年度～26年度） 

① 保育体験活動 

�ó���mnU�o?@���r���lLM�0(12

�ó��ä�:������rsw�������������y

:����Ì��#����s� �üý��y:��Ì�LM

�0(12

② こころの教育 

�!��"#½$�%q&�'���&�(²�)��)*+"�

@H()TT,��@s� y�LM�0(12

�-H./ä¥#$�0�@1234N`só��ê-H.5ä¥6&

¡K�I���U�'à�7Do� �@�ä8=>EF��9

:��z{���!UUl&���:�«¬­�üý��þ&l

�ïi;()TU&<V�±�U D��kl�<# ��@H

&«V¬­0(12

③ 福 祉 教 育 
��@ÂÃ�U=>3?A�àá�lU�=>���r�N`��

���@&JK)=>�@�LM�0(12

�=>@î���Ì�AM�0(12

④ 
思 春 期 保 健 
対 策 

���BMEF&C�;��@ÂÃ�U?�19àá��Í�DE�

F��&'()?�=>�WN�0(10o�üýg¡KoÖ×�

hi�LM�0(12

⑤ 
薬物乱用防止 
教 室 の 開 催 

��7G5H����IJU�àá�7V�4ßó��:F�K�

LM�N�N`�0(12

⑥ 
職場体験学習
へ の 協 力 

�ó��ä��mnU�o�����rsw����������

���y�«¬­�z{��OP&��_&�@H�LM�0(1

⑦ 
若者の就労に
関 す る 意 識 
啓 発 ・ 支 援 

��;{;²Q�R?US��TU�7)o/�=V�WS�mX

@ú���Y��I'Z�'Uàá��²Q[Kaè*+�\]

�,-�¹�67^5���¹�]^�����Ö×�0(12

��kl�mnU�o�_&_`���«¬­�Ö×��a�9�

�l��ïV���é������_g�'�Uqb�Ð/0(1

 

（４）子どもの虐待防止及び保護 

 

内 容 今後の方策（平成22年度～26年度） 

① 
府中市要保護
児童対策地域
協 議 会 

�códÙ?ecdmX�þ@ú���ÄWN�7)o/&�I÷

�ú�ef�Ì�hi3_�LM�0(12

�I'Z�'�àá�gh()UUl&��þ4�:cdij�b

kLM�lmi9�lmmn&«V¬oTU&./0(1 
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（５）子どもの心の健康づくり 

 

内 容 今後の方策（平成22年度～26年度） 

① 適応指導教室 
�códpn=>�Ns�
7qq�£y�«¬­�z{()UU

l&�r��st��ØÙU()�kl9p�&��:;)<!

&./0(12

② 相 談 活 動 
����qu�5
������g�©ªÛÜ�@]^Ã��@
5

��g�©ª�z{()UUl&�²Q9vw���)u�5


���@H&«V¬­0(12

③ 

問 題 行 動 に 
対する地域に
おける行動連携
推進事業の継続 

�xyä@Hcódz�ú&{|�=>Ã�J;�IJ�U�àá

�!��mn�7)�þÖ×}��£�z{��N`�0(12

�cód���q~v��WN�z{��7V0(12

④ 情 報 の 共 有 

�ßó���Ú=>�3�ef��có�����IJà��ú�

xyä�4@H'Zfà��ú�U�UmÕ àá�z{�0

(12

��códTT,�Ö×~v������&JK)I�'�àá�7

V�¶¦�����ú�N`�0(12

 

                             
※スクールカウンセラー＝いじめや不登校などの対策として、児童・生徒・保護者・教師の相談
にのるために、学校に配置される臨床心理士などの専門家のこと。 

※府中市こころの支援ネットワーク＝関係課が連携して行う総合相談窓口のこと。「子育て」「ス
クール」「障害者」「高齢者」「ＤＶ防止」「メンタルヘルス」の６つの支援ネットワークがあり、
それぞれの相談窓口を開設しています。 

�
�
�
�
�
�
�
�
	
�


�
�

�障害者支援 
ネットワーク 

障害者（児）虐
待防止、閉じこ
もり、孤立防止 

福祉事務所 

DV 防止支援 
ネットワーク 

DV（夫・パート
ナーからの暴
力）防止 

総務課 

メンタルヘルス支援 
ネットワーク 
こころの病気
の早期発見・早
期治療、精神障
害者支援 

保健課 

子育て支援 
ネットワーク 

児童虐待、育児
不安解消 

児童課 

スクール 
ネットワーク 

不登校、引きこ
もり、いじめ・
非行防止 

教育委員会 

���������	
��
�����

高齢者支援 
ネットワーク 

高齢者虐待防
止、閉じこも
り、孤立防止 

福祉事務所 

�G�� ������HIJK
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（６）安全な遊び場の確保 

 

内 容 今後の方策（平成22年度～26年度） 

① 
安心して遊べる
場 所 の 確 保 

���ld�I`������� 9$�T�����)�A�R

?�T4 ��A�ïV�M/0(12

����r
5���������`��:��­�#Å����

�`����ÌlN`:;)<!«V¬­0(12

② 公 園 の 整 備 
��ä����´��N`��fq&���ê´���&<V��

����K�z{����0(12

�dzUUl&���h��q&./0(12

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

��������	
��
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 府中市には、次代を担う子どもたちが「遊び、楽し 

み、考え、創り、学ぶ」ことができる『ＰＯＭ府中市 

こどもの国』があり、“こどもたちの”“こどもたちに 

よる”“こどもたちのための”施設として活動を行って 

います。 

 豊かな自然環境に恵まれたＰＯＭは、子どもたちに 

はもちろんこと、気軽に集える雰囲気づくりが保護者 

の方にも人気が高く、休日には市外からもたくさんの親子が訪れ、工作を通して子ども

たちの発想力・創造力を育て、保護者を対象としたパソコン教室や料理教室などの他に、

親子のふれあい事業を通して子育て支援を行っています。 

 これからも、大切な子どもたちが府中市で健やかに成長していくことができるよう、

家庭や学校、地域の人々等との連携を密にし、さまざまな活動を展開していきます。 

��������
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２ 家庭力（父親・祖父母等）の促進 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）マザーリング・ザ・マザーの普及啓発 

 

内 容 今後の方策（平成22年度～26年度） 

① 
父 親 の 
子 育 て 参 画 

��@����:°)�j���Ul&Ö���ïo/��
��

�5u���
����� Ûhi�Ì&./0(12

�I'Z�'Uàá�7V�`X��U���0(1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                             
※マザーリング・ザ・マザー＝家庭、特に父親が子育ての主役である母親をサポートするという
意識改革に向けた府中市独自の啓発活動のこと。 

 

����������
�

府中市では、「マザーリング・ザ・マザー」という取

組みを進めていますが、その一環として、主に子育て中

の父親を対象に、乳幼児期の子育てに関する理解促進の

ためのふれあい遊びの場をつくる｢パートナー支援事

業｣（土曜日親子教室）を平成 21 年度から始めています。 

 子どもが幼いうちから父親とたくさん遊び、ふれあう 

ことは、その後の親子関係や夫婦関係にも非常によい影響を与えます。そのきっかけづく

りとなるよう、今後も多くの父親の参加を呼びかけていきます。 

��������

���������	
���
�����������������	

������ �!�"#$%!&'()*+,$-./��0�0��1
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（２）祖父母の子育て支援の促進 

 

内 容 今後の方策（平成22年度～26年度） 

① 
祖父母による
子 育 て 支 援 

�¡¢���þ�Ðõf9£��¦���¤¥¦§¨U�	â��

��?@A�3g©ª�A(TU:��@�g�qbU@î�«

Ü#K��;0(12

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

���������� !"
�

 子どもたちが健やかに成長していくためには、 

親世代だけではなく、身近な祖父母世代の協力も 

とても重要であると考え、保育所では『祖父母参 

観』を実施しています。可愛いお孫さんたちの頑 

張っている姿を見ていただけることもあって、雰 

囲気もとても温かく、好評を得ています。 

 祖父母参観を実施してから、祖父母の方の送り 

迎えが増えており、子育てへの理解・協力が母親の負担軽減にもつながっています。保

育所では、これからも、母親の負担軽減や子どもたちの健全育成、祖父母世代の生きが

いづくり等へとつなげるため、祖父母参観を実施していきます。多くのおじいちゃん、

おばあちゃんの参加をお待ちしています。 
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（３）保護者が子育てを学び、交流できる場の充実 

 

内 容 今後の方策（平成22年度～26年度） 

① 
マ タ ニ テ ィ 
ク ラ ス 

��� �¬���()
�������s��?�û¥��­�

®¯�����$�°�?�=>�y��±�WN�7V�©ª

f²�Bª&./0(12

�	â��U�����³�9°)TU#$�	â��WN�7V

0(12

② 
児童館における 
交 流 の 場 

�j��çè°�3_�z{��N`()UUl&�?ef&¡K

ohi3_&l«V¬­0(12

��@�¬��q�iw&m���cd´�Ã9¬����0(12

�?@A��@�Ö×
5���z�ÂÃ�?�1��'Z�'U

àá�0(12

�cd´�Ì��µ���ïUUl&�@cvT�¶�)?ef&

m()¬���&./0(12

��0��%��&�����)<!�j�:%�&'��l"�

�����)����K0(12

��j����·¸%�j��vw5u���;{;���0(12
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３ 地域力の促進 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）地域による子育て支援 

 

内 容 今後の方策（平成22年度～26年度） 

① 地域福祉の推進 
����þ¹º»����Ì&���ê�¼�½�þ=>EF:l

�;{;LM���;0(12

② 
地 域 内 で の 
交 流 促 進 

��þ	â�3�?@A�Þý�¾�g��©ª�¿j��¦@�

�;D#KU )«¬­���þ�N*&nÀ�z{�LM�0

(12

�çè°��;�;¬[5���������þ�ÐõfU�@�

ó�j�9çè°!���WN�7V0(12

�§¨8	â�ÁUVÂ$�ÐõfU�	â�����U&./0(1

��eÃ²=>`�g?@Acd9�����Ü�é��	â�0(1

 

bc�dW����eW(	fg$�?�h?�0��	\]0ij�kl�^

()*m�!n(ij��1�86Jop �!/"#	�q;0rs�t0$?

[)*P

u"�ij�vwJxyz.�ij��1�	ij(���{zJ|$�t"#

$OH()*ij(�>�?}!�~(�ij�����[��� 8�1�86

	; #�ij$�;�0?���	k���8����(���J.8!#�Z

"#(.7Z*P
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 府中市では、高齢者福祉事業の『ふれあいいきいき 

サロン』を活用して、地域の祖父母世代の方々と保育 

園児の交流事業を行っています。 

 子どもたちは、家族以外の地域の方々とふれあうこ 

とによって、“優しさ”や“ぬくもり”を感じ、地域 

での絆を深めています。 
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（２）子育てサロンの充実 

 

内 容 今後の方策（平成22年度～26年度） 

① 子育てサロン 
�có��!�=>@ú�ÄÅÂÃU��Æz&<)�@�¬[5

�WN�7V0(12

��@�¬[5�iw��Ì�Ö×�0(1 

 

 

（３）交通安全・防犯対策 

 

内 容 今後の方策（平成22年度～26年度） 

① 
地 域 に よ る 
交 通 安 全 

�����þ�@î&<)ÇÈ���T49ÉVÊg�Ö×���

0(12

② 
子 ど も に 
向 け た 交 通 
安 全 教 育 

����T4EF�&C����(�����&JK)	éT4�

@ÛÜLË�N�N`�z{��LM�0(12

�ß��:ê	éT4xÌ�8�z{N`��	éT4�@�«¬

­�LM�0(12

����q4�N`�&J��	éT4�N�z{N`�0(12

�?@A:ê�	éT4�@�«¬­�LM�0(12

③ 
防犯のための
環境整備及び
防 犯 設 備 

�vÍf*+Î�q�z{©;���Ã��Ï)UUl&�'Z�

'U<V±��Ð àá&«V¬­�LË�û�ÑÒ�0(12

��klÓÓÔÕ�ü�«¬­�z{��Æzg�r��hi�LM

�0(12

�����þ�@î&<)ÇÈ���9ÉVÊ�«¬­�z{�0

(12

�4Öµ?@A�×ØÙga3�N`�0(12

④ 
防犯のための 
地 域 活 動 

�LË&ê�þ��Úî�Û(TU9��Õ:°)o/��klÓÓÔ

Õ�ü�«¬­�z{()UUl&�dzg�r��st�0(1

�cóIJÜ�xyä@Hcódz�úU�àá�z{�0(12

���Î��þU���@î&<)Ç��ÛÜÈ���ÝÞ=>�

z{�0(12

⑤ 
防犯のための 
関係機関の連携
強化・情報提供 

��;{;����ßà�@3?A�IJ�U�àá�á/0(12

�códÎ�q©;¬�â��Çã�«Ü#K�dz&¡Ko*+

,-�º»&�D��;0(12
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４ 仕事と子育ての両立支援 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）ワーク・ライフ・バランスの普及啓発 

 

内 容 今後の方策（平成22年度～26年度） 

① 
ワーク・ライフ・
バランス（仕事
と生活の調和） 

������7��4�5��Nä&¡K�r��hi&./0(1

② 
多様な働き方
の 実 現 

�?@¬�â�ÛÜ¾1�cd�4@H3_�WN��åº��¬

���3_�AM��Ëå æ;W&mn�o�@�Ö×�LM

�0(12

③ 
男 女 共 同 
参 画 社 会 

�çèé£©F&'()½$�Ð/)o/��códçèé£©F

¢�5��êëÕ LM�7V�½$Rì&¡Kohi�gh�

dz½$pí�N`�¢�5�Rî��`X�ïN LM&./

0(12

④ 
企 業 を 対 象 
と した関係法
制度の広報・啓発 

�d�3_A&¡K��Pæ�8ðñ�òó O?ôO��NO&

¸�ohi&./0(12

 

（２）保育サービス等の充実 

 

内 容 今後の方策（平成22年度～26年度） 

① 
保 育 所 の 
適 切 な 配 置 

���³�f²&�õ�op� ?@A�©ª���0(12

�?@�ûö÷ÑÒEF&���ê�!��®ø*ù��úh&n

ÀoEF�9:�����EFû�&./0(12

② 延長保育の拡大 
�bN``�&JK)�A�8ü�úý�&����Ëåh()?

ef��H&n�)�û��þ�0(12

����dW���J��)�8<�	�%�0�;@�B�.8
�C

E�������QR�����d!�����J_`(;��Z��9:

���o�.A+,��#0 �!��;@Jo�.�+,#bc��#�

� ¡¢E£¤¥¦§¤¨¥©�ªJ«a.�!/GH$�?[)*P

P 
��$�1�#�2�34)9:$¬
(;��Z�­®��B.��P

���=�¯°A��±²�³´Jµ¶¤·¸.[)*P
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③ 
３ 歳 未 満 児 
保 育 の 実 施 �����ÙU-����� 9$�N``�����þ�0(12

④ 

障 害 児 保 育 
の 実 施 

�d��@`��WNs��ÑÒ��@{|�Ã�©ª�y�7V

0(12

�{|Í�lDo�Ã�@H�WN&./0(12

�ef��r��WN&./0(12

�{|`���'U�àá�û�R?�7V0(12

⑤ 保育の質の確保 
�?@AÖ�?@��±�WN�7V0(12

��Ã�{|Í¡��o/&�I÷ef&©ª��N�&�#�0

(12

⑥ 
ショートステイ
事 業 の 実 施 �-H.�ä¥0:�N`&¡Ko�þ���0(12

⑦ 
一 時 保 育 
事 業 �����ÙU-����� 9$�N``������þ�0(1

⑧ 
園 児 延 長 
預 か り 保 育 
の 実 施 

��ÝÞ:�Þc	ë
#V?@�z{����0(12

⑨ 
病 後 児 保 育 
事 業 の 実 施 ������Ù�&<V�Ù
�9:���þ�0(12

⑩ 
病 児 保 育 
事 業 の 
実 施 検 討 

��c?@3_�ØÙÍ&���pí��þ���0(12

⑪ 
放 課 後 児 童 
ク ラ ブ 

�ß��4�:�N`�z{��4�:�[Kaè²����7V

0(12

�®¯�°)�kl�[Kaè����lLM���ïUUl&�

������&éD��)®¯�°)�kl&���lmn�7

V0(12

�ä8���²�B��0(12

�ëm�_ó����8�	ë�0(12

⑫ 
放課後こども 
教 室 

�Iß���`�����������`��h�Ì�����Ì

ÛÜ�þÆzU�	â�Ì�����,-()TU��Õ&�ß

��4�:�N`&./0(12

⑬ 
フ ァ ミ リ ー 
サポート事業 

�,-�Ã��W&./0(12

�û¥�9:���þ�0(12

⑭ 子育て支援情報 ���£���g��������*+i;&./0(12

⑮ 
ひとり親家庭等
日常生活支援 
事 業 の 実 施 

�����(�3_�±��þ��r�&./0(12

⑯ 
認定こども園 
の 設 置 検 討 ��UTklÞ��ª�ØÙÍ&���pí��þ���0(12
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５ 市全体で支えるネットワークの充実 

 

 

 

 

 

 

 

 

P

 

 

 

（１）子育て支援ネットワークの整備 

 

内 容 今後の方策（平成22年度～26年度） 

① 
子 育 て 支 援 
ネットワーク 

��þ�����@�Ö×&'()��9��Õ���Õ&���

è)<!��ÄWN�7V0(12

�Ù?ecdmX@ú���Ä�WN��'Z�'U�àá�gh

��cdij�&'()lmi9�lmmn&./0(12

�ef��WN�7V0(12

��;TlV@c�@c�7[�Z�gmn()o/&�Ö×9Ø

Ù ?ef��V T��'Z�'9àá��EFÕ&��0(1

② フリー懇談会 
��@�Ö×
5���?@A��ÝÞ�cd´��@�¬��q

��'ZY���'�¨!f9]0V�cód��@�&���

"�ë��àá�ë�)���ïV0(12
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（２）相談体制の充実 

 

内 容 今後の方策（平成22年度～26年度） 

① 相 談 窓 口 

�Öé�'��#~v�������&<V�kT�$%#$:l

³�()$%U&{��]^��{;9'Ä �ûÑÒ&./0

(12

��Ã�$%:�&(
)��¡�&./0(12

�]^f���H&CDoÖ×�¹�*�~����!o/&��c

ódTT,�Ö×~v����������0(12

��;TlV@c�@c�7[�Z�gmn()o/&�Ö×9Ø

Ù ?ef��V T��'Z�'9àá��EFÕ&��0(1 

 

（３）子育て支援拠点の充実 

 

内 容 今後の方策（平成22年度～26年度） 

① 
地 域 子 育 て 
支援センター 

��@�Ö×�+´`�U����ÄWNU��AM&./0(12

�I÷N`3_��WN&./0(12

s� 3_y2

2 ]^3_��@�¬��q��@HÛÜÖ×�*+,-�x�

�)�Ö×3_��åº��¬���3_2 �2

��,DUé;��-è.è�`�#$�Ö×
5��/<V��

i����@�*+�i;�0(12

��þ�@�Ö×�0U )�@�Ö×
5���12ó���ã

`��ª&./0(12

② 保育所（園） 
��þ��@�î�Ð/)o/��Ä�¡��Å)UUl&��þ

U�	â�7V0(12

�?efÖ×&./0(12

 

                             
※府中市こころの支援ネットワーク＝Ｐ.10 略図参照 
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６ 安心して子どもを生み育てる環境づくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）母子の健康づくり 

 

内 容 今後の方策（平成22年度～26年度） 

① 
不 妊 治 療 に 
対 す る 支 援 

�����v�3�45Hû¥�r��7V0(12

�v��{|]^�'�v�{|�'��*+,-&./0(12

② 
母子健康手帳
交 付 時 の 
個 別 指 導 

�������	
�&�]^$%�cód�û¥&���67(

),#�ØÙ&nÀ�|}~�?�¨&<)]^�=>���0

(12

�
��������r��o/&�������	
�&���

é�8
�³��è)W�9V����¶¦&8
�0(12

③ 家庭訪問指導 

�������	
�&���à���:;��lm&'¤è)<

!&./0(12

�T<&"ê="><3_s��?#@0:�4A��3_y�W

N�7V0(12

��BUC"����o�D[DEF&./�üý��lÓÔÔG�

/\��lmÖ×&./0(12

④ 
すこやか育児
サポート事業 

�� ²�H�ßc�HU?�¨9@î���­m#$ãI0:�

�kl�l�?ef��@��vT�J�&n�)o/�KL:

]^�����!(T�#@c¬���3_�WN������

&¡Kr��7V0(12

�� &����M7���f�:;:;)<!���U�àá&

«V¬­0(12

⑤ 
外国人の妊産婦
へ の 対 応 

��N²��� ����@c&'()vT�OP()o/���

:;)!����:;���NQRS�}������GH()

��*+,-�aT&./0(12

��D�3_&©ª��(�<!&�ØÙ&nÀ��]^����

��0(12

�UµhVL�o/�	â���
��,-���0(12

rs.��1�J�����8<�	�
ê¤ëìÚÛ������

±²�ÜÝ�SíÉ�������î}É0±²ÜÝ$GH()*P

[8�_`JGH#)�bc�rs.�ï�)8<��bc�
�ð¤

ñòó¤Kô�ij�>ÔM>�Yõ�$Õ�.������Aö.!

Î~ÏJt/ �!;[)*P
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⑥ 健康診査事業 

��D�[Dg�EF����4c���# i@�iW�?®:

;)<!./0(12

�?ef9@c&m()vT�OP��T���X�ï@c9:;

)<!�D��Ö×&./0(12

��D����éÀ��|}]^�YE=>���0\0 hi�

��0(12

⑦ 健 診 事 後 
フ ォ ロ ー 

��Z[�9ØÙ �� �¸�c&m��z{��'¤)<!.

/0(12

⑧ 
母 子 健 康 
相 談 事 業 

���f���H&C�)<!�±�aTRS��!���û�ï

V&./0(12

⑨ 
母 子 保 健 
推 進 員 活 動 

���?�LMÃ&<)��Õ �Ì9:;)Ö×�û�ïV&.

/0(12

 

（２）医療体制の整備 

 

内 容 今後の方策（平成22年度～26年度） 

① 
かかりつけ医
の 推 進 

��kl����<Vp�&?�UUl&�?ef�@cvT�b

�&�; �[��o(##V�KH�##V�K°�H�Iü

ý:R?()<!�0�c�����D�&*+,-����h

i&./0(12

② 
救急医療体制
の 充 実 

����XUVU��cód�þH�EF�&C�;�dz�T�

�Ö�)�þH��û&\Å����]^H��û�LM�0(1

�]^H�&'()*+,-&./0(12

 

（３）子育てがしやすい生活環境づくり（バリアフリー、住環境等） 

 

内 容 今後の方策（平成22年度～26年度） 

① 

公共施設・公共 
公益施設・公共 
交 通 機 関 等 
の 整 備 

�0_`��Rf��`a`�&����4������h�LM�

0(12

�Ãbh�oc��Rf&�deÕ&«V¬­0(12

② 

子 連 れ で の 
利 用 に 配 慮 
し た ト イ レ 
の 整 備 

�Öé`��ÖéÖf`�&����0_�Rf�&ê�g���

(�<!&�hi�Rf�jâ�Sk��jâ�jv8��ª�

�M/0(12

③ 公営住宅の整備 ��@�§ü&����ÖÅÆl�ÑÒ�M/0(12

 

                             
※バリアフリー＝道や床の段差をなくしたり、階段のかわりにゆるやかな坂道をつくったり、生
活に不便な障害を取り除こうという考え方のこと。 
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（４）経済的負担の軽減 

 

内 容 今後の方策（平成22年度～26年度） 

① 保育料の軽減 
�?@L�pm OP&./)UUl&�?@LPn&'()Co

�ØÙ&nÀ�9:�0(12

② 各 種 制 度 

�� ±p��Dí[Dq�	
�¸c±p��DíDíq	
�

¸�c�H�45Hû¥�ÁUVjüý�H�45Hû¥���

@c±�rÖ��cd�s�Ö��cdt}�sÖ��Ô¦cdt

}�sÖ���Iû¥&����z{��N`�0(12

 

 

（５）ひとり親家庭・障害のある子どもをもつ家庭等の支援 

 

内 容 今後の方策（平成22年度～26年度） 

① 
ひとり親家庭等
へ の 支 援 

��ÁUVjüý�H�45Hû¥���cód��üý��uÖ

×3_N`Ùv�&C��o3_�z{�0(12

���w =>àë���Ì�Ö×�0(12

② 障 害 児 施 策 

��þÕ iW®¯fÖ×
5����ª�æ;#K0(12

�?@A�U®¯éA`�U�\�������7V0(12

��Ã�{|Í¡��o/�ef�û�WN&./0(12

�®¯�°)�kl�?ef�Y����Ì�Ö×�0(12

 

 

                             
※児童手当＝家庭における生活の安定と次代を担う児童の健全な育成及び資質の向上を図るため、
小学校卒業までの児童を養育している方に支給する制度のこと。国においては平成 22年度から、
中学校卒業まで手当てを支給する「子ども手当」の移行について検討が進められている。 
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第４章  数値目標等 
 

 

 

１ 前期計画にかかる数値目標等 

 

（１）特定14事業にかかる数値目標 

事  業  名 
平成 16年度 
実績 

平成 21年度 
目標事業量 

平成 21年度 
実績 

０歳児保育 20 人 37 人 47 人 
１、２歳児保育 155 人 222 人 233 人 
３歳児保育 304 人 280 人 264 人 

通常保育事業 

４、５歳児保育 631 人 576 人 574 人 

延長保育事業 
116 人 

（５か所） 
500 人（10か所） 
※うち 20時まで１か所 

260 人（８か所） 
※うち 20時まで１か所 

休日保育事業 なし 
30 人 

（１か所） 
定員 20人 
（１か所） 

病後児保育事業 なし 
４人 

（１か所） 
定員４人 
（１か所） 

子育て短期支援事業 
（ショートステイ） 

なし ８人 
（他市町村の施設に委託） 

なし 

一時保育事業 
10 人 

（１か所） 
20 人 

（２か所） 
定員 20人 
（２か所） 

特定保育事業 なし なし なし 
ファミリーサポートセンター事業 １か所 １か所 １か所 
地域子育て支援センター事業 ２か所 ５か所 ３か所 

つどいの広場事業 なし 
地域子育て支援 
拠点事業へ移行 

地域子育て支援 
拠点事業へ移行 

放課後児童健全育成事業 
（放課後児童クラブ） 

258 人 
（13 か所） 
１～３年生対象 

300 人 
（10 か所） 
１～６年生対象 

350 人 
（９校 10か所） 
１～３年生対象 

※平成 21年度実績は、平成 22年２月時点での３月の実施見込みを記載しています。 
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（２）その他の事業にかかる数値目標等 

事  業  名 
平成 16年度 
実績 

平成 21年度 
目標事業量 

平成 21年度 
実績 

総合的な相談窓口の整備 
（重点プロジェクト１） 

なし 平成18年度中整備（済） 平成18年度中整備（済） 

子育て支援ネットワークの整備 
（重点プロジェクト２） 

なし 平成17年度中整備（済） 平成17年度中整備（済） 

食に関する学習の機会の提供 
実施回数 86 回 
参加者数 1,310 人 
（平成 15年度） 

実施回数 105 回 
参加者数 2,000 人 

実施回数 106 回 
参加者数 1,847 人 

乳幼児健診 

受診率 
乳児一般 65.0％ 
４か月児 94.4％ 
10 か月児 93.5％ 
１歳６か月児 90.8％ 
３歳児 90.7％ 
（平成 15 年度） 

受診率 100.0％ 
満足度 100.0％ 

受診率 
乳児一般 69.8％ 
４か月児 95.1％ 
10 か月児 94.0％ 
１歳６か月児 93.6％ 
３歳児 93.2％ 

生後４か月までの全戸訪問事業 ― 100％ 97.0％ 
かかりつけの小児科医 
を持つ親の割合 未掌握 100％ 100％ 

虐待防止 
ネットワークの設置 平成16年度中に設置 設置 

要保護児童対策地域 
協議会へ移行 

ファミリーサポート提供会員の
養成・配置 

８人 
（平成16年10月現在） 

50 人 22 人 

ひとり親家庭等の相談に 
対応する相談員の配置 １人 １人 １人 

障害のある子どもの受け入れが
可能な放課後児童クラブ 

全数 全数 全数 

放課後子ども教室推進事業 
（放課後子ども教室） ― 

小学校全校 
（９か所） 

75 人 
（５か所） 

男女別育児休暇取得率の向上 未掌握 
男性 10.0％ 
女性 80.0％ 

未掌握 

「働き方の見直し」 
セミナー等の開催 

なし 
実施回数 １回 
参加者数 1,000 人 

（平成 20年度実施分） 
実施回数 １回 
参加者数 50 人 

子育てマップの作成 なし 平成 17年度作成 平成 17年度作成 

交通安全教室の開催 
小学校 13校、中学校４

校で実施 
全校実施 全校実施 

学校と関係機関とのファックス 
ネットワーク構築にかかる機器の設置 

全校に設置 現状維持 現状維持 

防犯灯の整備 50 件 現状維持 現状維持 

「子ども 110 番の家」の設置 約 860 件 約 900 件 約 850 件 
幼児教育振興プログラムの策定 なし 平成21年度までに策定 資料収集 

学校評議員の設置 全校に設置 設置済 設置済 

家庭教育総合推進事業 
実施回数 13 回 
参加者数 800 人 
（平成 15年度実績） 

事業終了 事業終了 

自然体験学習事業 
実施回数 ９回 
参加者数 135 人 
（平成 15年度実績） 

実施回数 12 回 
参加者数 180 人 

実施回数 1回 
参加者数 40 人 

中学生の保育体験事業 中学校全校で実施 全校実施 全校実施 

性に関する正しい知識の 
普及の機会の提供 

なし 
実施回数 ５回 
参加者数 2,000 人 
（中学生と保護者対象） 

なし 

�L�� MNOP!�

※平成 21年度実績は、平成 22年２月時点での３月の実施見込みを記載しています。 
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２ 後期計画に向けた数値目標等 

 

（１）国の定める各事業にかかる数値目標 

事  業  名 
平成 21年度 
実績 

平成 26年度 
目標事業量 

０歳児保育 47 人 55 人 
１、２歳児保育 233 人 247 人 
３歳児保育 264 人 230 人 

通常保育事業 

４、５歳児保育 574 人 498 人 

延長保育事業 
260 人 

（８か所） 
160 人（８か所） 
11 時間を超える預かり 

休日保育事業 
定員 20人 
（１か所） 

定員 20人 
（１か所） 

病後児保育事業 
定員４人 
（１か所） 

定員４人 
（１か所） 

子育て短期支援事業 
（ショートステイ） 

なし １か所 

一時保育事業 
定員 20人 
（２か所） 

定員 20人 
（２か所） 

特定保育事業 
なし 

通常保育事業または 
一時保育事業で補えるため 

なし 
通常保育事業または 

一時保育事業で補えるため 
ファミリーサポート事業 １か所 １か所 
地域子育て支援拠点事業 ３か所 ５か所 

放課後児童健全育成事業 
（放課後児童クラブ） 

350 人 
（９校 10か所） 

350 人 
（８校９か所） 

※平成 21年度実績は、平成 22年２月時点での３月の実施見込みを記載しています。 

�L�� MNOP!�
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（２）各種事業にかかる数値目標等 

事  業  名 
平成 21年度 
実績 

平成 26年度 
目標事業量 

妊産婦への食育指導 
母子健康手帳交付者の 

90％実施 
母子健康手帳交付者の 

100％実施 
親子を対象にした調理実習 
（離乳食 モグモグクッキング） 
（３歳児 パクパククッキング） 

参加者数 43 組 参加者数 50 組 

乳幼児健診 

受診率 
乳児一般 69.8％ 
４か月児 95.1％ 
10 か月児 94.0％ 
１歳６か月児 93.6％ 
３歳児 93.2％ 

受診率 100.0％ 
満足度 100.0％ 

生後４か月までの全戸訪問事業 97.0％ 100％ 

児童館における食育活動 

（参加者数） 
母親クラブ 200 人 

クッキング(親子・離乳食・子ども) 
        620 人 

（参加者数） 
母親クラブ 300 人 

クッキング(親子・離乳食・子ども) 
                900 人 

放課後子ども教室推進事業 
（放課後子ども教室） 

75 人 
（５か所） 

小学校全校 
（８か所） 

生涯学習センターでの読み聞かせ活動 開催回数 ２回 開催回数 12 回 
パートナー支援事業 

（マザーリング・ザ・マザー） 
開催回数 ３回 

父親の参加者数 45 人 
開催回数 ６回 

父親の参加者数 90 人 

マタニティクラス 
開催回数 ８回 
参加者数 74 人 

開催回数 ８回 
参加者数 80 人 

府中市メール配信サービス会員登録 会員数 1,905 人 対象年齢児童生徒の全保護者７割 

保育所施設の耐震対策 実施済み施設数 ２か所 実施済み施設数 ７か所 
相談体制整備（ワンストップサービス） 未整備 平成 26年度までに整備 

フリー懇談会の整備 未整備 平成 26年度までに整備 

※平成 21年度実績は、平成 22年２月時点での３月の実施見込みを記載しています。 

≪用語説明≫ 
●延長保育事業＝保護者の就労形態の多様化等に伴い、通常の保育時間を超えて預かる 
●休日保育事業＝保育所が休所となる日曜・祝日に保育を行う 
●病後児保育事業＝保育所に通所中の病気回復期にある児童等が、集団保育の困難な期間、児童
を保育所、病院等に付設された専用スペース等において一時的に預かる 

●子育て短期支援事業（ショートステイ）＝保護者が病気になった場合等に児童擁護施設等にお
いて一時的に児童を短期間（７日程度）預かる 

●一時保育事業＝冠婚葬祭、保護者の疾病、入院等により緊急・一時的に保育を必要とする児童
の保育を行う 

●特定保育事業＝親の就労形態の多様化に伴う子どもの保育需要の変化に対応するため、３歳未
満児を対象に週に２、３日程度、または午前か午後のみ必要に応じて柔軟な保育を行う 

●ファミリーサポート事業＝保育等に関する援助を行う者と援助を受けたい者からなる会員組織
で、センターが連絡及び調整し相互援助活動を行うとともに、講習その他必要な援助を行う 

●地域子育て支援拠点事業＝地域の子育て支援情報の収集・提供に努め、子育て全般に関する専
門的な支援を行う拠点として機能するとともに、地域支援活動を行う 

●放課後児童健全育成事業（放課後児童クラブ）＝労働等により保護者が昼間家庭にいない小学
校低学年児童を対象に、授業の終了後に学校の余裕教室等を利用して、指導員を配置し適切
な遊び及び生活の場を与えて健全な育成を図る 

●放課後子ども教室＝すべての子どもを対象に、安心・安全な子どもの居場所を提供し、地域の
方々の参画を得て、子どもたちとともに勉強やスポーツ・文化芸術活動、地域住民との交流
活動等の取組みを行う 
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資料１  前期計画の実績評価 

 

（１）府中市次世代育成支援後期行動計画策定に係るニーズ調査について 

①調査の概要 
 

アアアア    調査実施調査実施調査実施調査実施のののの趣旨趣旨趣旨趣旨    

 この調査は、府中市次世代育成支援後期行動計画を策定するにあたって、子育

て支援に関する市民の生活実態や要望・意見を把握し、子育て支援施策を総合的・

計画的に推進することを目的として実施しました。 

 

イイイイ    調査票調査票調査票調査票のののの種類種類種類種類    

 『就学前児童用』調査票（０～６歳の未就学児童のいる家庭用）、『小学校児童

用』調査票（小学校１年生～６年生の児童のいる家庭用）の２種類を配布しまし

た。 

 

ウウウウ    対象者対象者対象者対象者及及及及びびびび抽出方法抽出方法抽出方法抽出方法    

 平成 21 年１月１日現在、市内に居住する０歳から小学６年生までの子どもがい

る家庭の中から無作為抽出しました。 

 

エエエエ    実施時期実施時期実施時期実施時期及及及及びびびび実施方法実施方法実施方法実施方法    

 実施時期：平成 21年１月 22日～２月５日 

 実施方法：調査票を郵送し、返信用封筒で回収しました。 

 

オオオオ    回収数回収数回収数回収数及及及及びびびび回収率回収率回収率回収率    

 配布数 回収数（回収率） 

就学前児童用調査票 1,200 票 613 票（51.1％） 

小学校児童用調査票 1,200 票 581 票（48.4％） 

合  計 2,400 票 1,194 票（49.8％） 
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②調査結果の概要 
 

アアアア    家族家族家族家族のののの状況状況状況状況    

 子どもの人数について就学前では、「２人」が49.3％と最も多く、次いで「１人」

が31.8％、「３人」が16.5％となっています。小学生においても「２人」が52.5％

と最も多く、次いで「３人」が23.9％、「１人」が17.7％となっています。 

 また、子どもの身の回りの世話を主にしている人については、就学前・小学生と

もに母親となっており、それぞれ90.8％、81.4％と大半を占めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 親族等からの支援の状況について就学前では、「緊急な時や用事の時には祖父母

などの親族にみてもらえる」が63.1％と最も多くなっています。また、小学生では

「日常的に祖父母などの親族にみてもらえる」が53.0％と最も多くなっています。 

 また、就学前・小学生ともに、子どもを預けられる友人・知人がいる割合は少な

い状況となっています。 
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イイイイ    保護者保護者保護者保護者のののの就労状況就労状況就労状況就労状況    

 母親の就労状況についてみると、「就労している（フルタイム）」は、就学前で

26.6％、小学生で44.6％、「就労している（パート・アルバイト等）」は、就学前

で25.6％、小学生で34.3％となっています。 

 一方、父親の就労状況についてみると、就学前・小学生ともにフルタイムで就労

している方が大半となっています。 

 

 現在就労していない母親の就労希望については、就学前で90.3％、小学生で

78.9％となっており、そのうち「すぐにでもまたは１年以内には働きたい」と回答

された方は、就学前で27.7％、小学生で48.4％となっています。 

 また、就労していない理由については、就学前で「働きながら子育てできる仕事

がない（少ない）から」47.4％、「その他」49.3％が多くなっています。「その他」

の内容としては、『子どもが小さい間は、できるだけ一緒にいてあげたいから』『妊

娠中のため』といった回答が多くみられました。 

 小学生においても、「働きながら子育てできる仕事がない（少ない）から」が53.3％

と最も多く、次いで「その他」が26.7％となっています。「その他」の内容として

は、『希望に沿う仕事先がなかなかないので』『子どもが病気になりやすいため』

『体調不良のため、できる仕事が限られる』『リストラされたばかりだから』とい

った回答がみられました。 
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ウウウウ    保育保育保育保育サービスサービスサービスサービスのののの利用状況利用状況利用状況利用状況とととと利用希望利用希望利用希望利用希望（（（（就学前児童就学前児童就学前児童就学前児童））））    

 保育サービスの利用者は、全体で58.1％と約６割となっており、そのうち現在利

用している保育サービスについては、「公立保育所（認可保育所）」53.9％と半数

以上を占めており、次いで「私立保育所（認可保育所）」14.9％、「私立児童施設」

11.8％、「府中市内の幼稚園（通常の就園時間）」10.1％となっています。 

 また、今は利用していないが、今後利用したい保育サービスについては、現在の

利用と同様に「公立保育所（認可保育所）」が最も多くなっていますが、「病児・

病後児保育」「一時預かり」「延長保育」等も上位に挙がってきています。 

 休日（日曜日・祝日）における保育の利用希望については、17.6％となっていま

す。 
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エエエエ    放課後児童放課後児童放課後児童放課後児童クラブクラブクラブクラブ、、、、放課後放課後放課後放課後こどもこどもこどもこども教室教室教室教室のののの利用利用利用利用    

 放課後児童クラブの現在の利用状況についてみると、「利用している」が13.3％

となっており、「利用していない」は86.4％となっています。 

 また、放課後児童クラブに対する要望としては、「利用できる学年を延長して欲

しい」が71.4％と最も高く、次いで「利用時間を延長して欲しい」が29.9％、「土

曜日も開いて欲しい」が23.4％となっています。さらに、今後の利用意向について

は、「利用したい」が12.7％、「利用しない」は72.1％となっています。 
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 放課後子ども教室の利用希望については、いずれの学年においても１割～２割前

後の利用希望となっている中、「３年生」において３割を超える利用希望となって

います。 
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オオオオ    病気病気病気病気ややややケガケガケガケガのののの時時時時のののの対応対応対応対応    

 この１年間に、子どもが病気やけがで保育所や幼稚園、または学校を休まなけれ

ばならなかったことの有無については、就学前で64.9％、小学生で62.7％とともに

６割を超えています。そのときの対処法については、就学前・小学生ともに「母親

が仕事を休んだ」が最も多いことがうかがえます。 
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カカカカ    一時預一時預一時預一時預かりかりかりかり    

 この１年間に、私用やリフレッシュ、冠婚葬祭、子どもの親の病気、就労等で、

子どもを同居の家族以外に預けたことの有無については、就学前で43.4％、小学生

で28.4％となっています。そのうち、就学前においては「４歳」、小学生において

は「１年生」が最も高くなっています。 

 また、預けた理由については、就学前では「私用（買物、習い事、会合など）や

リフレッシュ目的のため」が65.0％、小学生では「就労のため」が55.6％と最も高

くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

��������	
��


����

����

����

����

����

����

����

����

����

����

����

����

���

���

���

���

���

���

�� ��� ��� ��� ��� ����

��

	����

��

	����

��

	����

 �

	����

!�

	����

"�#$

	�����


	%

&' () �*+

��������	


��������	


QRS�



 38 

 

キキキキ    ベビーシッターベビーシッターベビーシッターベビーシッター 

 ベビーシッターの利用については、就学前では利用なし、小学生では１件のみと、

ほとんど利用のない状況となっています。 
 
クククク    ファミリーサポートファミリーサポートファミリーサポートファミリーサポート事業事業事業事業    

 ファミリーサポート事業の利用については、就学前・小学生ともに１％弱とほと

んど利用のない状況となっています。（就学前５人／613人、小学生１人／581人） 
 
ケケケケ    子育子育子育子育てててて支援支援支援支援サービスサービスサービスサービスのののの認知度認知度認知度認知度・・・・利用度利用度利用度利用度・・・・利用利用利用利用意向意向意向意向    

 各種子育て支援サービスの認知度・利用度・利用意向について、就学前では認知

度において「ＰＯＭ府中市こどもの国」が96.2％と最も高く、次いで「保育所や幼

稚園の園庭開放」が91.8％、「子育て支援センター（和光保育所内、上下保育所内）」

が87.1％となっています。また、利用度についても、「ＰＯＭ府中市こどもの国」

76.8％、「保育所や幼稚園の園庭開放」48.1％が上位となっており、次いで「府中

市健康福祉総合センター（リ・フレ）の情報・相談サービス」34.6％、「母親学級

（マタニティクラス）」33.8％、「子育て支援センター（和光保育所内、上下保育

所内）」31.2％となっています。今後の利用意向については、「ＰＯＭ府中市こど

もの国」が87.8％と最も高く、次いで「あさひ児童館」61.8％、「市のホームペー

ジの子育て情報」58.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

��������	
�	
��
����

����

���

����

����

����

����

����

����

����

���

����

����

����

����

����

���

����

����

����

����

����

����

����

����

��� ���� ���� ���� ���� �����

��� !"#$�


%&'�()*+,'�()�

��� !"#$�
-�./'�()

01�2
3$45678��

9:;<=>?@A"#$�


B�CD��EF�GH����

'�(IJKL�LMNO

PQR9:;STU�V

WXYZ[\

;�]�^_�`����EF


a�

�b�cd

	
efSghWd

ij	
efc

��������	
�

QRS�



 39 

��������	
�	
��
����

����

���

����

����

����

����

����

����

���

���

����

����

����

����

���

����

����

���

���

����

����

����

����

����

��� ���� ���� ���� ���� �����

��� !"#$�


%&'�()*+,'�()�

��� !"#$�
-�./'�()

01�2
3$45678��

9:;<=>?@A"#$�


B�CD��EF�GH����

IJK9:;LMN�O

PQRSTU

;�V�WX�Y����EF

Z[U


\�

�]�^_

	
`aLbcP_

de	
`a^

 

 各種子育て支援サービスの認知度・利用度・利用意向について、小学生では認知

度において就学前同様「ＰＯＭ府中市こどもの国」が95.4％と最も高く、次いで「図

書館」が94.8％、「あさひ児童館」が73.8％となっています。また、利用度につい

ては「図書館」が87.3％と最も高く、次いで「ＰＯＭ府中市こどもの国」85.5％が

上位となっています。今後の利用意向についても、「図書館」90.4％、「ＰＯＭ府

中市こどもの国」77.3％が上位を占めています。 
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ココココ    子育子育子育子育てにおけるてにおけるてにおけるてにおける相談相手相談相手相談相手相談相手    

 子育てにおける相談相手については、就学前・小学生ともに「配偶者・パートナ

ー」が最も高く、次いで「その他の親族（親、兄弟など）」となっています。 

 一方、少数ではありますが「相談相手がいない」と回答している方もいます。 
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ササササ    情報情報情報情報のののの入手先入手先入手先入手先    

 子育て情報の入手先について、就学前・小学生ともに母親は「隣近所の人、知人、

友人」が最も高く、次いで「親族（親、兄弟など）」となっています。また、父親

については、「親族（親、兄弟など）」が最も高く、次いで「隣近所の人、知人、

友人」となっています。 

 一方、少数ではありますが「情報の入手先がない」「情報の入手手段がわからな

い」と回答している方もいます。 
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シシシシ    仕事仕事仕事仕事とととと子育子育子育子育てのてのてのての両立両立両立両立意識意識意識意識    

 仕事と子育てを両立させるために、特に必要だと思う項目については、就学前・

小学生の父親、母親ともに、「家族の理解と協力」が最も高く、次いで「子育てに

関する職場の理解」「子どもの病気やけが、学校の参観日などに休暇がとれる制度

の導入」が上位３項目として挙げられています。 
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スススス    子子子子どものどものどものどもの数数数数（（（（理想理想理想理想とととと現実現実現実現実））））    

 理想の子どもの数と予定する子どもの数については、就学前・小学生ともに、理

想は「３人」が最も多く、次いで「２人」となっています。一方、予定については

「２人」が最も多く、次いで「３人」となっています。 

 理想の子どもの数よりも予定する子どもの数が少ない理由については、就学前・

小学生ともに「子育てにかかる経済的負担が大きいから」が63.3％、47.5％と最も

高く、次いで、「仕事と子育ての両立が難しいから」33.7％、30.7％、「子育てに

対する心理的・肉体的負担が大きいから」29.8％、27.6％となっています。 
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③調査結果からみられる課題 
 

 府中市では、子どもたちが健やかに育ち、安心して子どもを生み育てることが

できるまちをめざして、前期計画中にさまざまな取組みを行ってきました。しか

し、依然として後期ニーズ調査結果では、次のような課題がみられます。 

 

●●●●府中市次世代育成支援行動計画策定府中市次世代育成支援行動計画策定府中市次世代育成支援行動計画策定府中市次世代育成支援行動計画策定にににに係係係係るるるるニニニニーズーズーズーズ調査結果調査結果調査結果調査結果分析分析分析分析●●●●    
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１ 「子育てに対する不安感や負担感」 
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２ 「子育てに関する悩みや不安の相談先」 
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３ 「理想の子ども数と予定子ども数」 
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４ 「育児休業制度の利用経験」 
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５ 「仕事と子育ての両立意識」 
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６ 「子育て支援サービスの状況」 
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７ 「ファミリーサポート事業の利用」 
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８ 「市に対して望む子育て支援施策」 
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 府中市では、前期ニーズ調査に比べ、後期ニーズ調査ではほとんどの子育て支援

サービスにおいて、６割～９割の認知度となり、周知・啓発の効果が表れてきてい

ることがうかがえます。 

 子育てに対する母親の不安・負担感は前期ニーズ調査と比べて少なくなったもの

の、就学前・小学生ともに２～３割の方が不安・負担を感じています。その背景に

は、父親が子どもと過ごす時間が少ないこと等が挙げられます。本来、子育ての第

一義的責任は父母その他保護者にあるにもかかわらず、日常における子育ての負担

は、母親一人に偏っている状況にあります。子育ての悩みについても、子どものし

つけ方等の育児不安を抱えたり、子育てに自信のもてない母親がいることがうかが

えます。このような母親の負担感、孤独感を解消するためには、最も身近な家族で

ある父親の理解と支えが不可欠であり、『子育てのつらさを理解してくれる』『ただ

話を聞いてくれる』このようなサポートが母親には必要です。さらに祖父母等の支

援も得やすい環境を整えることで、家庭内における子育て機能の向上を図っていく

必要があります。 

 

 また、ワーク・ライフ・バランスをはじめとした、仕事と子育ての両立支援につ

いてみると、育児休業制度の利用状況は前期目標値に比べて、非常に低いことから、

子育てにおける男女の役割分担や子育てと仕事を両立できる環境を整備し、多様な

働き方の実現を推進していく必要があります。また、平成 20 年秋頃から顕著にな

った景気後退の影響からくる経済的事情や働きながら子育てをすることの難しさ

等、さまざまな要因が推測されますが、子育てにおける経済的支援においては“府

中市の将来を見据えた投資”と位置づけ、広く進めていく姿勢が求められています。 

 

 また、今後の課題としては、平成 17 年度から始まったファミリーサポート事業

等、ニーズは高いにもかかわらず、実際の利用が少ないため、利用促進や利用しや

すい工夫を行うことが求められています。 

 その他、子育て環境全体の課題として、小児医療に対するニーズが非常に高まっ

ていることから、休日夜間救急診療所等の周知、さらには各関係機関との連携を強

化しながら、体制の充実に努めていく必要があります。 

 

 子どもや子育て中の家庭を総合的に支えていくため、職場環境の整備、子育て支

援サービスの充実、地域の人々の理解や協力等、地域に暮らすすべての人々がとも

に子育てできる地域社会を構築していく必要があります。 
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（２）関係団体ヒアリング調査について 

①調査の概要 
 

 府中市次世代育成支援後期行動計画の策定にあたって、府中市の子育てに関わる

関係機関及び団体に対して、現状や課題並びに今後考えている方向性等を把握し、

計画策定へ反映するため実施しました。 
 

実 施 日 対 象 団 体 
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②主なご意見のまとめ 
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（３）前期計画における具体的施策の取組み状況 

①重点プロジェクトについて 
 
 重点プロジェクト１ 総合的な相談窓口の整備 
 
 子どもや子育てに関する相談に応じられるよう、児童課で総合的な相談窓口とし

ての役割を担い、保護者等の多様な相談（子どもの発達、育児不安、虐待、ＤＶ、

不登校等）に対応し、相談内容によっては、関係機関と連携を図ってきました。 

 平成18年度には、特に、要保護児童を対象とした体制整備を行いました。しかし

ながら、現状では、「府中市こころの支援ネットワーク」の個別ネット間との連携
や各専門機関の紹介に留まり、相談者のニーズに沿った支援のコーディネートを行

うという機能は有していません。 

 今後は、保健・医療・福祉及び教育等の関係機関との連携による情報の共有化を

図り、引きこもり育児、育児ノイローゼ等への対応や掘り起こし、各種制度利用等

への助言・指導や専門機関へつなげる機能を備えた、気軽に何でも相談できる窓口

の整備が必要です。 
 
 重点プロジェクト２ 子育て支援ネットワークの整備 
 
 「子育て支援ネットワーク」の整備については、平成17年３月に、地域・行政の

子育て支援に関する資源が効果的・効率的に活用されるよう、緊急性が高いと思わ

れる「児童虐待防止ネットワーク」（平成20年４月に「府中市要保護児童対策地域

協議会」へ移行）を設置しました。 

 これは、「府中市こころの支援ネットワーク」に包含された一つのネットワーク
として構築されたものです。ここでは、各関係機関との連携を図り、代表者・実務

者・担当者会議等を定期的に開催し、児童虐待に対する早期対応・早期発見、適切

な保護や支援を図るための取組みを行ってきました。 

 また、児童虐待防止や育児不安解消に対応するため、平成20年度から児童課に児

童相談嘱託員を配置して、各関係機関等との連携体制がより一層図られるよう努め

ました。 
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②主な施策の現況及び評価・課題 
 
 STEPSTEPSTEPSTEP１１１１    妊娠妊娠妊娠妊娠・・・・出産期出産期出産期出産期    
◆◇◆◇◆◇◆◇安心安心安心安心してしてしてして子子子子どもをどもをどもをどもを産産産産めるめるめるめる環境環境環境環境づくりづくりづくりづくり◇◆◇◆◇◆◇◆    
○○○○「「「「いいおいいおいいおいいお産産産産」」」」のののの普及普及普及普及    

 アアアア    不妊治療不妊治療不妊治療不妊治療にににに対対対対するするするする支援支援支援支援    

現況 

・本市単独での経済的支援は未実施。 
・広島県の不妊治療支援事業の周知のため、市広報掲載、チラシ配
布、必要に応じて申請書を配布。 
・広島県不妊専門相談センターの周知のため、広報やリーフレット
配布。    

評価・課題 ・近隣の不妊専門医療機関の把握、情報提供。    

 イイイイ    母子健康手帳交付時母子健康手帳交付時母子健康手帳交付時母子健康手帳交付時のののの個別指導個別指導個別指導個別指導    

現況 

・母子健康手帳発行時に、市の制度について説明、必要に応じて保
健師や栄養士による健康・栄養相談、禁煙指導実施。 
・こんにちは赤ちゃん事業の訪問、母子健康相談、マタニティクラ
スの周知。 
・平成21年度から、妊婦健康診査公費助成回数を５回から14回に拡
充。    

評価・課題 ・府中市の制度の周知、相談・指導の充実。 

 ウウウウ    家庭訪問指導家庭訪問指導家庭訪問指導家庭訪問指導のののの推進推進推進推進    

現況 

・新生児の早期訪問に取り組むため、出生を早期に把握。 
・すべての産婦、乳児の育児支援を行うため、「こんにちは赤ちゃ
ん事業」を平成20年度から実施。 
・妊娠届け出書に、産後１か月間の滞在先記入欄を設置。 
・支援の必要な産婦や乳児には、継続して関わる。    

評価・課題 

・平成20年度から出生児訪問90％実施、未訪問児は、４か月健診で
全把握。 
・里帰り出産により、早期に把握できない家庭への関わりを検討。 
・健診未受診者や健診後の要支援児については、日中、就労により
不在の家庭があり、把握できない家庭へのフォローが必要。    

 エエエエ    すこやかすこやかすこやかすこやか育児育児育児育児サポートサポートサポートサポート事業事業事業事業    

現況 ・医療機関への依頼、母子健康手帳交付時、新生児訪問時に紹介。    

評価・課題 ・利用者が少ない。    

 オオオオ    マタニティクラスマタニティクラスマタニティクラスマタニティクラスのののの充実充実充実充実    

現況 ・母子健康手帳交付時に参加希望をとり、希望者に案内を個別通知。    

評価・課題 ・交流希望の受講者多数。満足度高。    

 カカカカ    妊産婦妊産婦妊産婦妊産婦をををを対象対象対象対象としたとしたとしたとした食育食育食育食育のののの取取取取組組組組みみみみ    

現況 
・母子健康手帳の交付時やマタニティクラスで、食育の必要性の啓
発実施。 
・マタニティクラスで食事バランスガイドを用いた説明。    

評価・課題 ・マタニティクラス不参加者への食事バランスガイドの周知。    
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 キキキキ    外国人外国人外国人外国人のののの妊産婦妊産婦妊産婦妊産婦へのへのへのへの対応対応対応対応    

現況 ・英語版等、外国語版の母子健康手帳交付実施。    

評価・課題 

・必要に応じて、担当者が相談・訪問実施により、健診や相談事業
へ参加を促す。 
・外国語版チラシ・ポスター作成。 
・孤立化予防。    

 
 

○○○○総合的総合的総合的総合的なななな相談窓口相談窓口相談窓口相談窓口のののの整備整備整備整備    
 アアアア    総合的総合的総合的総合的なななな相談窓口相談窓口相談窓口相談窓口のののの整備整備整備整備…………①①①①重点重点重点重点プロジプロジプロジプロジェクトェクトェクトェクトについてについてについてについて    参照参照参照参照    

 

○○○○家庭家庭家庭家庭・・・・地域地域地域地域におけるにおけるにおけるにおける子育子育子育子育てへのてへのてへのてへの協力理解協力理解協力理解協力理解のののの促進促進促進促進    

 アアアア    地域地域地域地域のののの子育子育子育子育てててて意識意識意識意識のののの醸成醸成醸成醸成    

現況 
・地域全体で子育て家庭を支えるための取組み等を実施。地域住民
の子育て意識の向上を図る。 

評価・課題 ・地域住民と行政とが協働した、地域の福祉力の向上。 

 イイイイ    男女共同参画社会男女共同参画社会男女共同参画社会男女共同参画社会のののの推進推進推進推進    

現況 

・平成17年度に「府中市男女共同参画に関するアンケート調査」実
施。 
・平成20年度に男女共同参画プラン「優先重点目標実施計画」策定。 
・講演会、街頭啓発、講座、広報掲載、パネル展、アンケート等、
多様な啓発を実施。市民参画や年齢層の幅の拡大に努める。 
・「男女協同社会づくり協議会」（平成18年度設置）と緊密に連
携。    

評価・課題 ・全庁的な推進体制の確立。    
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STEPSTEPSTEPSTEP２２２２    乳幼児期乳幼児期乳幼児期乳幼児期    
◆◇◆◇◆◇◆◇母子母子母子母子のののの健康健康健康健康づくりづくりづくりづくり◇◆◇◆◇◆◇◆    
○○○○母子保健母子保健母子保健母子保健のののの充実充実充実充実    

 アアアア    健康診査事業健康診査事業健康診査事業健康診査事業のののの推進推進推進推進    

現況 
・受診率100％をめざすため、未受診児には翌月再通知を送付、また
家庭訪問や健康相談、電話連絡、文書等で把握。    

評価・課題 
・４か月児、10か月児健診は95％前後の受診率。未受診児も概ね全
員把握。 
・深刻な小児科医不足のため、集団健診の継続実施を検討。    

 イイイイ    幼児健診事後幼児健診事後幼児健診事後幼児健診事後フォローフォローフォローフォローのののの充実充実充実充実    

現況 

・幼児や保護者の状況により、健診事後教室（育児支援教室）への
参加の勧奨。 
・子どもの成長だけでなく、保護者の不安軽減にも配慮。事前・事
後のカンファレンス実施、共通認識をもつ。 
・関係課（児童課・福祉事務所・子育て支援センター）との連携。 
・平成21年度から健診精神発達精密診査が、県から市の実施事業に
移行。    

評価・課題 
・健診事後教室については、的確なニーズの把握と支援が必要。 
・精密検査については、専門機関へつなぐ体制整備が必要。    

 ウウウウ    母子健康相談母子健康相談母子健康相談母子健康相談事業事業事業事業のののの充実充実充実充実    

現況 

・母子健康手帳交付時やマタニティクラス、新生児訪問時に周知・
紹介。 
・利用者の増加に伴い、スタッフ増員や相談への対応について工夫
改善を行う等、体制づくりを整備。    

評価・課題 ・妊産婦の不安軽減につながった。    

 エエエエ    親親親親やややや子子子子どもをどもをどもをどもを対象対象対象対象としたとしたとしたとした食育食育食育食育のののの推進推進推進推進    

現況 

・乳幼児期食育向上推進委員会の機能充実。 
・各保育所、学校での食育推進。 
・入所児童保護者、未就児保護者への食育啓発。 
・「食育講演会」実施。 
・平成17年度から、４か月児から11か月児の乳児の保護者対象に、
簡単な離乳食、取り分け食等の調理実習実施。（モグモグクッキ
ング） 
・平成18年度から、３歳児の子どもと保護者対象に、親子で手軽に
できる朝食づくりの調理実習実施。（パクパククッキング）    

評価・課題 

・調理実習の参加者多数。実践を通して、より具体的な指導が可能
に。 
・講習会不参加者への情報提供が必要。 
・関係機関の連携。    

 オオオオ    母子保健推進員活動母子保健推進員活動母子保健推進員活動母子保健推進員活動のののの充実充実充実充実    

現況 
・研修会を年４回開催。活動をＰＲ。保健課主催事業への支援、参
加。    

評価・課題 ・任期が３年のため、活動が定着しにくい。    
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○○○○医療体制医療体制医療体制医療体制のののの充実充実充実充実    

 アアアア    かかりつけかかりつけかかりつけかかりつけ医医医医のののの推推推推進進進進    

現況 
・平成19年度にリーフレットを全世帯配布。 
・乳幼児健診時に予防接種状況を確認し、かかりつけ医をもつこと
を勧奨。 

評価・課題 ・かかりつけ医をもつ家庭の割合未掌握。    

 イイイイ    救急医療体制救急医療体制救急医療体制救急医療体制のののの充実充実充実充実    

現況 

・「広報ふちゅう」に夜間・救急医療機関情報、休日当番医、救急
＆予防サイトを掲載。 
・平成17年度以前から４か月児健診時、「小児救急医療電話相談事
業」チラシ配布。 
・平成19年度から新生児訪問時、第１子のいる家庭に「こどもの救
急」パンフレット配布。 

評価・課題 
・市民が住み慣れた地域で、安心して子どもを生み育てることが
できるよう救急医療体制整備の拡充が必要。 
・継続した情報提供。    

 
 

 ◆◇◆◇◆◇◆◇安心安心安心安心できるできるできるできる子育子育子育子育てててて支援体制支援体制支援体制支援体制づくりづくりづくりづくり◇◆◇◆◇◆◇◆    
○○○○子育子育子育子育てててて支援支援支援支援ネットワークネットワークネットワークネットワーク・・・・児童虐待防止児童虐待防止児童虐待防止児童虐待防止ネットワークネットワークネットワークネットワークのののの形成形成形成形成 
 アアアア    子育子育子育子育てててて支援支援支援支援ネットワークネットワークネットワークネットワークのののの整備整備整備整備…………①①①①重点重点重点重点プロジェクトプロジェクトプロジェクトプロジェクトについてについてについてについて    参照参照参照参照    

    

 イイイイ    児童虐待防止児童虐待防止児童虐待防止児童虐待防止ネットワークネットワークネットワークネットワーク会議会議会議会議のののの機能充実機能充実機能充実機能充実    

現況 

・平成17年３月に設置。    
・代表者・実務者・担当者会議等を定期的に実施。各関係機関との
連携を図る。 
・平成20年度に要保護児童対策地域協議会へ移行。 

評価・課題 
・各種会議や啓発活動、研修活動を継続実施し、子育て環境整備の
一層の充実を図る。    

    
    

QRS�



 53 

 

○○○○地域子育地域子育地域子育地域子育てててて支援支援支援支援センターセンターセンターセンターのののの充実充実充実充実    

 アアアア    子育子育子育子育てててて支援支援支援支援センターセンターセンターセンターのののの増設検討増設検討増設検討増設検討    

現況 ・保育体制再編整備計画に基づき、市内に３か所設置。 

評価・課題 ・３か所の役割を明確化。    

 イイイイ    子育子育子育子育てててて支援支援支援支援センターセンターセンターセンター事業事業事業事業のののの充実充実充実充実とととと利用促進利用促進利用促進利用促進    

現況 
・地域の子育て拠点として、相談事業やブックスタート事業等、各
種事業を展開。子育て通信の発行や情報提供活動や出前ひろば実
施等、新規事業を拡充。 

評価・課題 ・事業内容の周知と利用促進を図る。    
 
 

○○○○親子親子親子親子がががが気軽気軽気軽気軽にににに立立立立ちちちち寄寄寄寄れるれるれるれる場所場所場所場所のののの充実充実充実充実    

 アアアア    保育所園庭開放保育所園庭開放保育所園庭開放保育所園庭開放のののの推進推進推進推進    

現況 

・地域住民に、各保育所行事（公開保育、プレイランド、園庭開放、
世代間交流の開催、発表会、運動会等）や子育て支援センター行
事へ招待することにより、子育てへの関心・理解、交流促進に努
め、育児不安や子育てのストレス解消を図る。 

評価・課題 ・実施回数、内容検討。    

 イイイイ    つどいのつどいのつどいのつどいの広場広場広場広場のののの設置設置設置設置    

現況 
・平成19年度に、国庫補助事業等の見直しにより「地域子育て支援
拠点事業」として再編。 

評価・課題 ・「地域子育て支援拠点事業」として再編。 

 ウウウウ    児童館児童館児童館児童館でのでのでのでの支援活動支援活動支援活動支援活動のののの充実充実充実充実    

現況 ・各種行事へ多数参加。 

評価・課題 

・親子のスキンシップの場としてだけでなく、子育てをする保護者
（特に母親）同士の交流の場として、多数の参加者がいる。 
・育児不安や子育てへのストレス等を抱える保護者にとって、気軽
に利用できる体制の充実に努める。 
・保護者企画の事業、サークル活動の支援。 
・関係機関（保育所・子育て支援センター・民生委員・保健師）と
の連携を図る。    

 エエエエ    子育子育子育子育ててててサロンサロンサロンサロン開催開催開催開催のののの推進推進推進推進    

現況 
・府中地区社会福祉協議会運営委員と地区住民による子育てサロン
開催を推進。 

評価・課題 ・子育てサロンの充実に努める。    
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○○○○在宅児在宅児在宅児在宅児をををを含含含含めためためためた預預預預かりかりかりかりサービスサービスサービスサービス等等等等のののの充実充実充実充実    

 アアアア    ショートステイショートステイショートステイショートステイ事業事業事業事業のののの実施実施実施実施    

現況 ・未実施。 

評価・課題 ・委託による実施に向け検討。    

 イイイイ    一時保育事業一時保育事業一時保育事業一時保育事業のののの充実充実充実充実    

現況 
・平成16年度から上下保育所で実施。平成21年度から広谷保育所で
実施。 

評価・課題 ・利用状況により実施施設拡大検討。    

 ウウウウ    病後児保育事業病後児保育事業病後児保育事業病後児保育事業のののの実施実施実施実施    

現況 
・医師会や協力医療機関との協議、説明会の実施を経て、平成21年
度から広谷保育所で開始。 

評価・課題 
・利用状況や後期ニーズ調査結果により、要件の見直し（未入所児
童・小学１～３年生・満１歳未満児へ拡大）検討。    

 エエエエ    ファミリーサポートセンターファミリーサポートセンターファミリーサポートセンターファミリーサポートセンター事業事業事業事業のののの利用促進利用促進利用促進利用促進    

現況 
・平成18年度に対象児童を小学６年生までに拡大。 
・平成20年１月から土・日曜、祝日実施。 
・提供会員を対象に講習会実施。 

評価・課題 

・依頼会員と提供会員間に信頼関係が構築され、保護者の子育て不
安や負担の軽減となる。 
・事業開始以来、無事故。 
・事業内容の周知。 
・提供会員数の拡充。    

 オオオオ    母子家庭等日常生活支援事業母子家庭等日常生活支援事業母子家庭等日常生活支援事業母子家庭等日常生活支援事業のののの実施実施実施実施    

現況 

・平成16年度に「府中市母子家庭等日常生活支援事業実施要綱」制
定。    
・平成20年度から、該当家庭へ府中市社会福祉協議会と連携し、ヘ
ルパー派遣実施。 

評価・課題 ・現行事業は、一時的な支援であるので、恒常的な支援策を検討。    
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○○○○ひとりひとりひとりひとり親家庭親家庭親家庭親家庭・・・・障障障障害害害害のあるのあるのあるのある子子子子どもをもつどもをもつどもをもつどもをもつ家庭家庭家庭家庭等等等等保護保護保護保護がががが必要必要必要必要なななな家庭家庭家庭家庭へのへのへのへの支援支援支援支援
のののの推進推進推進推進    

 アアアア    団体等団体等団体等団体等へのへのへのへの支援支援支援支援    

現況 ・府中市母子寡婦福祉連合会へ活動運営費補助。 

評価・課題 
・各種研修会や生きがい対策事業等へ活用され、母子寡婦に対する
福祉増進が図られた。 
・母子寡婦自立促進のため、運営費補助以外の施策設定。    

 イイイイ    交流交流交流交流のののの推進推進推進推進    

現況 ・前期計画時から特に進展はない。 

評価・課題 ・事業の必要性を検討。    
 
 

◆◇◆◇◆◇◆◇仕事仕事仕事仕事とととと子育子育子育子育てのてのてのての両立支援両立支援両立支援両立支援◇◆◇◆◇◆◇◆    
○○○○保育保育保育保育サービスサービスサービスサービスのののの充実充実充実充実    

 アアアア    保育所保育所保育所保育所のののの適切適切適切適切なななな配置配置配置配置    

現況 
・保育、子育て支援、幼児教育に対するニーズの多様化・高度化に
対応できる保育体制の整備を行うため、平成17年３月に策定した
保育体制再編整備計画を遂行した。 

評価・課題 

・少人数施設統合による高コスト体質から脱却するため、民営化を
推進。 
・統廃合により捻出された財源・人材を子育て支援の充実に活用→
特別保育実施（一時・休日・病後児・延長保育）、低年齢児保育
の拡充、子育て支援センターの増設。 
・認可外保育施設の認可化→民間活力導入により、乳幼児保育・教
育の一層の拡充。認可保育所へのニーズを充足。保育サービスの
選択可能に。 
・保育体制再編整備計画については、社会・経済情勢等の変化に応
じて、計画の見直しを検討。    

 イイイイ    ３３３３歳未満児保育歳未満児保育歳未満児保育歳未満児保育のののの拡大拡大拡大拡大    

現況 
・保育体制再編整備計画の遂行により、統合保育所の設置や民営化
の推進を図ることで、低年齢児保育の受け入れ児童数が増大。 

評価・課題 
・認可保育所での受け入れが拡大したことにより、多数の入所希望
があるが年度途中入所については、すべての要望には応え切れて
いない。    

 ウウウウ    延長保育延長保育延長保育延長保育のののの拡大拡大拡大拡大    

現況 ・平成21年度から、８か所の認可保育所で実施。 

評価・課題 ・未実施施設における開所時間帯の変更により対応可能か検討。    

 エエエエ    障障障障害害害害児保育児保育児保育児保育のののの実施実施実施実施    

現況 

・入所希望児童には、事前に各種健診状況や療育手帳交付状況等の
情報を共有し、可能な限り希望施設への入所承諾。 
・平成21年度開所した広谷保育所はバリアフリー化。 
・職員の専門性向上のため、各種研修参加の機会を促す。 

評価・課題 
・発達障害等、多種多様な障害に対応できる施設・設備や、職員の
専門性は、入所希望の児童実態に応じ切れていない。    
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 オオオオ    特定保育特定保育特定保育特定保育のののの実施実施実施実施    

現況 
・平成19年度に目標値「なし」に変更。本市においては、通常保育
または、一時保育事業の実施で補える状況にある、との理由によ
る。 

評価・課題 ・今後も、実施しない。 

 カカカカ    保育保育保育保育のののの質質質質のののの確保確保確保確保    

現況 
・保育所公開保育や職員研修の実施、保育カリキュラムの策定を通
して、保育内容の充実や職員の資質・専門性の向上を図った。 

評価・課題 ・５年間継続実施した保育所公開保育の内容検討。    
 
 

○○○○幼稚園幼稚園幼稚園幼稚園におけるにおけるにおけるにおける預預預預かりかりかりかり保育保育保育保育のののの推進推進推進推進    

 アアアア    園児延長預園児延長預園児延長預園児延長預かりかりかりかり保育保育保育保育のののの実施実施実施実施    

現況 ・府中すばる幼稚園で実施。 

評価・課題 ・ニーズに対応した支援の継続が必要。 
 
 

○○○○放課後児童放課後児童放課後児童放課後児童クラブクラブクラブクラブのののの充実充実充実充実    

 アアアア    放課後児童放課後児童放課後児童放課後児童クラブクラブクラブクラブのののの充実充実充実充実    

現況 ・市内全小学校（９校10か所）で実施。 

評価・課題 
・放課後児童クラブの年間開設日数の変更、長期休業中の開設時間
帯の変更を検討。    

 
 

○○○○企業企業企業企業によるによるによるによる子育子育子育子育てててて支援支援支援支援のののの促進促進促進促進    

 アアアア    多様多様多様多様なななな働働働働きききき方方方方のののの実現実現実現実現    

現況 
・平成20年度に、子育てをしながら働くことのできる就労形態の導
入について、「働き方の見直し」を題材に講座を開催する等、多
様な働き方に対する啓発を実施。 

評価・課題 
・事業内容の検討。 
・行事開催の際は広範囲に呼びかける必要がある。    

 イイイイ    企業企業企業企業をををを対象対象対象対象としたとしたとしたとした関係法制度関係法制度関係法制度関係法制度のののの広報広報広報広報・・・・啓発啓発啓発啓発    

現況 

・平成19年度に「男女共同参画に関する事業所アンケート」を実施。 
・職場における男女共同参画の推進状況、今後の課題を把握し、平
成23年度中に、職場で「男女平等になっている」と思う人の割合
を50％に引き上げることを目標に定めた。さらに、平成21年度に
啓発冊子「人権・男女共同参画について考える」を発行し、働き
やすい職場環境づくりを喚起。 

評価・課題 ・市内には零細規模事業所が多数あり、実態に即した啓発が必要。    
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◆◇◆◇◆◇◆◇子育子育子育子育てがしやすいてがしやすいてがしやすいてがしやすい生活環境生活環境生活環境生活環境づくりづくりづくりづくり◇◆◇◆◇◆◇◆ 
○○○○子育子育子育子育ててててバリアフリーバリアフリーバリアフリーバリアフリーのまちづくりのまちづくりのまちづくりのまちづくり    

 アアアア    公共施設公共施設公共施設公共施設、、、、公共公益施設公共公益施設公共公益施設公共公益施設、、、、公共交通機関等公共交通機関等公共交通機関等公共交通機関等のののの整備整備整備整備    

現況 

・新築、改修工事の際、公共建物のバリアフリー化実施、エレベー
ター設置。 
・歩道の改修整備。 
・子どもに優しいまちづくりに努めた。 

評価・課題 ・未改修建物のバリアフリー化実施。    

 イイイイ    子連子連子連子連れでのれでのれでのれでの利用利用利用利用にににに配慮配慮配慮配慮したしたしたしたトイレトイレトイレトイレのののの整備整備整備整備    

現況 ・公共施設の新築や改修時、小便器を低リップ型・ストール型に。 

評価・課題 ・公共施設のトイレにベビーチェア、ベビーベッド未設置。    

 ウウウウ    子育子育子育子育ててててマップマップマップマップのののの作成作成作成作成    

現況 
・平成18年３月に「子育てガイドブック」作成。 
・平成20年度に「子育てマップ」作成。 

評価・課題 

・「子育てガイドブック」は母子健康手帳交付時に配布。大いに活
用。 
・変更事項が生じるため、毎年度作成する必要がある。 
・配布対象年齢に応じた掲載情報の精選。    

 
 

○○○○快適快適快適快適なななな住環境住環境住環境住環境のののの整備整備整備整備    

 アアアア    公営住宅公営住宅公営住宅公営住宅のののの整備整備整備整備    

現況 ・市営住宅改修時、バリアフリー化を実施。 

評価・課題 ・老朽化した狭小な住宅の建替え。    
 
 

○○○○交通安全対策交通安全対策交通安全対策交通安全対策、、、、防犯対策防犯対策防犯対策防犯対策、、、、そのそのそのその他事故防止対策他事故防止対策他事故防止対策他事故防止対策のののの充実充実充実充実    

 アアアア    子子子子どもにどもにどもにどもに向向向向けたけたけたけた安全教育安全教育安全教育安全教育のののの実施実施実施実施    

現況 
・各学校の「学校安全計画」に基づいて、全学校で交通安全教育及
び防犯教室を実施。 

評価・課題 ・各学校において計画的に実施。    

 イイイイ    防犯防犯防犯防犯のためののためののためののための環境整備環境整備環境整備環境整備及及及及びびびび防犯設備防犯設備防犯設備防犯設備のののの充実充実充実充実    

現況 

・平成21年度に公立保育所へ飛散防止フィルム貼り工事実施。 
・平成19年度から登録制による不審者メール配信。関係機関と連携
し、防犯体制整備実施。 
・子ども110番の家の取組みを継続。看板設置、住民への周知・啓発
実施。 
・学校や地域の協力による登下校時の見守り隊の取組み実施。 
・小学校では、交通安全週間に交通安全パレードを実施。交通安全
教育を推進。 
・平成21年度から、スクールバス実施学校における、バス会社と連
携した、交通安全教室実施。 

評価・課題 
・不審者メール配信を用いて、保護者等に広範囲の情報提供。関係
機関との連携円滑化。 
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・登下校時の見守り隊による学校と地域の連携、防犯意識の高揚。 
・スクールバス実施校における低学年児童への交通安全教育の徹底。    

 ウウウウ    防犯防犯防犯防犯のためののためののためののための地域活動地域活動地域活動地域活動のののの充実充実充実充実    

現況 
・子ども110番の家の取組みを継続実施。 
・府中警察署、青少年育成府中市民会議との連携、ＰＴＡ、地域と
学校の協力による登下校時の巡回指導を継続実施。 

評価・課題 
・各事業を継続実施。 
・市民に向けた「子ども110番の家」の取組みの周知徹底。    

 エエエエ    防犯防犯防犯防犯のためののためののためののための関係機関関係機関関係機関関係機関のののの連携強化連携強化連携強化連携強化・・・・情報提供情報提供情報提供情報提供    

現況 
・不審者情報については、警察や東部教育事務所と連携。 
・府中市メール配信サービスを活用した情報提供実施。 

評価・課題 
・府中市メール配信サービスの活用による情報提供の迅速化。 
・登録者が全保護者ではない。    

 オオオオ    家庭家庭家庭家庭におけるにおけるにおけるにおける事故防止対策事故防止対策事故防止対策事故防止対策のののの普及普及普及普及    

現況 

・10か月児健診時に、事故防止パネル展示、リーフレット配布し、
説明。 
・母子健康相談、乳幼児健診、新生児訪問時に、事故防止について
保健指導実施。 

評価・課題 
・日常的に発生しやすく、防止できる事故について、保護者や家族
の認識を深めるための啓発が必要。    

 
 

○○○○経済的負担経済的負担経済的負担経済的負担のののの軽減軽減軽減軽減    

 アアアア    保育料保育料保育料保育料のののの軽減軽減軽減軽減    

現況 
・平成19年度に、収入の減少や世帯の変更、長期入院等、必要に応
じて保育料を減免する基準を制定し、保育料の軽減に努めた。 

評価・課題 
・昨年秋以降の不況により、収入が大幅減の家庭には有効な制度で
あった。 

 イイイイ    各種制度各種制度各種制度各種制度のののの周知周知周知周知    

現況 

・平成21年度から、妊婦健康診査の公費助成回数を５回から14回に
拡充。市外への里帰り出産の場合、里帰り先の医療機関に対する
健診費用の公費助成実施。出産前後の経済的負担に努めた。 
・乳幼児等医療費助成制度について、平成20年10月１日に入院医療
の対象を小学６年生までに拡大。 
・広報やインターネット利用、パンフレット作成による周知実施。 

評価・課題 ・制度利用の周知、利用促進を図ることが必要。 
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STESTESTESTEPPPP３３３３    学齢期学齢期学齢期学齢期    
◆◇◆◇◆◇◆◇子子子子どもをはぐくむどもをはぐくむどもをはぐくむどもをはぐくむ環境環境環境環境のののの充実充実充実充実◇◆◇◆◇◆◇◆    
○○○○多様多様多様多様なななな遊遊遊遊びびびび場場場場のののの整備整備整備整備    

 アアアア    公園公園公園公園のののの整備整備整備整備    

現況 
・専門業者により、遊具の点検実施。優先順位を設け、老朽化した
遊具の修理実施。 

評価・課題 ・老朽化が進行し、応急的な修理では対応できない遊具が増加。 

 イイイイ    雨雨雨雨のののの日日日日でもでもでもでも遊遊遊遊べるべるべるべる場所場所場所場所のののの確保確保確保確保    

現況 
・平成17年度から、府中市生涯学習センター（ＴＡＭスクエア）に
て、子どもたちの体力向上や安全な居場所づくりを支援する「Ｔ
ＡＭ子どもクラブ事業」を実施。 

評価・課題 ・平成19年度からは、高校生も準会員扱いに。利用者拡大を図った。 
 
 

○○○○教育環境教育環境教育環境教育環境のののの充実充実充実充実    

 アアアア    幼児教育幼児教育幼児教育幼児教育プログラムプログラムプログラムプログラムのののの策定策定策定策定    

現況 ・教育委員会及び児童課で資料収集。 

評価・課題 ・幼児教育の充実に向けたプログラムの推進。 

 イイイイ    一人一人一人一人一人一人一人一人にににに応応応応じたじたじたじた学力向上学力向上学力向上学力向上へのへのへのへの取組取組取組取組みみみみ    

現況 

・習熟度別指導や臨時講師の配置。 
・就学指導委員会の機能充実。 
・学習障害（ＬＤ）、注意欠陥・多動性障害（ＡＤＨＤ）、高機能
自閉症等で特別な教育的支援を必要とする児童生徒に対する支援
を行うため、平成21年９月１日から３名の特別支援教育支援員を
設置。 

評価・課題 ・子ども一人一人の実態に即した就学の推進。 

 ウウウウ    保幼小連携保幼小連携保幼小連携保幼小連携のののの推進推進推進推進    

現況 

・次年度就学予定児童を、小学校へ招き、小学校１年生が学校での
学びの様子を伝えたり、ふれあい行事を進行することを通じて、
小学生には成長の実感を、未就学児には、進学の意欲をもたせる
交流活動を実施。 
・就学前に会議を設定し、就学前児童の状況や、就学後の児童の情
報を共有し相互理解を図った。 
・就学の際に、保育所児童保育要録を作成、送付。 

評価・課題 

・交流活動について、小学生においては、準備過程での工夫は見ら
れるが、年に１度の交流なので、行事消化的な面もあった。 
・保育所児童保育要録の内容が入学後、活かされるように連携をも
つことが必要。 
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 エエエエ    小中小中小中小中一貫教育一貫教育一貫教育一貫教育のののの推進及推進及推進及推進及びびびび小中一体型校舎小中一体型校舎小中一体型校舎小中一体型校舎のののの特徴特徴特徴特徴をををを活活活活かしたかしたかしたかした教育活動教育活動教育活動教育活動のののの展開展開展開展開    

現況 

・小中学校の設置形態に即した小中一貫教育の取組みを、各中学校
区（学園）において進めた。 
・平成20年度に開校した府中学園においては、小中一体型校舎の特
長及びオープンスペース型教室・教科教室の特長を活かし、乗り
入れ授業、異年齢交流活動、学年合同活動、小中合同授業研究等
を実施した。 

評価・課題 

・中学校教師が小学校への乗り入れ授業を行うことで、専門性を活
用するとともに、児童の実態を小中学校で共有化。このことによ
り、各学年段階の授業づくりが、９年間の系統性に照らして前進
した。 
・小中学校合同の活動等を通して、憧れや誇りをもたせ、自尊感情
を高めている。 

 オオオオ    信頼信頼信頼信頼されるされるされるされる学校学校学校学校づくりづくりづくりづくり    

現況 

・すべての小・中学校において、教育目標等に対する達成状況や取
組みについて、学校評価を実施し、改善を図った。 
・学校評価については、各校のホームページ等で公表し、保護者、
地域の理解や協力を得て、学校づくりを進めた。 
・学校の応援者として、学校評議員から適切な指導や助言を受けた。 

評価・課題 
・学校が行う自己評価や自己評価の結果について、評価等を行う学
校関係者評価の充実。 

 
 

○○○○家庭家庭家庭家庭やややや地域地域地域地域のののの教育力教育力教育力教育力のののの向上向上向上向上    

 アアアア    家庭教育家庭教育家庭教育家庭教育へのへのへのへの支援支援支援支援    

現況 

・広島県地域家庭教育推進協議会からの委託を受けて、保育所・幼
稚園・小学校・中学校の保護者を対象に行う、子育てに関する講
座の講師謝金に対する補助を実施。平成19年度をもち、３年間の
事業終了。 
・県立生涯学習センターからの情報提供や講座及び講師の紹介、Ｔ
ＡＭ主催講座やまちづくり出前講座の活用等の支援を継続実施。 

評価・課題 

・市行政のさまざまな分野の講座を、職員が講師で実施する生涯学
習出前講座のメニューに家庭教育に関する講座を設定。平成20年
度は、「家庭教育のすすめ」に２回、「生涯学習のすすめ」に１
回、地域や学校からの申込みに応じ、開催。好評を得た。 

 イイイイ    地域子地域子地域子地域子どもどもどもども教室教室教室教室のののの充実充実充実充実    

現況 

・放課後における児童の安全で安心な居場所づくりを推進するため、
府中市わくわく子ども教室の新設開設に平成20年度から取り組ん
だ。各小学校施設等を利用して実施。スポーツ、文化活動等の体
験活動や、地域住民との交流活動等の機会を提供することを目的
に、当初は各小学校区ごとの開設を目標。平成21年度には、９校
中、５校で開設（北・明郷・栗生・国府・南）。 

評価・課題 

・指導員確保の困難性等により、年度途中から、中学校区に１教室
設置に目標変更。平成20年度には、11学区中、４学区で開設。平
成21年度には、９学区中、５学区で開設（北・明郷・栗生・国府・
南）。 
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 ウウウウ    体験活動体験活動体験活動体験活動・・・・ボランティアボランティアボランティアボランティア活動活動活動活動のののの推進推進推進推進    

現況 
・自然体験活動や子どもボランティア活動、また、夏休み子ども体
験講座等の実施。 

評価・課題 ・子どもたちの生きる力の向上に向けた取組みの実施。 

 エエエエ    活動活動活動活動のののの場場場場のののの提供提供提供提供    

現況 
・府中市生涯学習センター（ＴＡＭ）において、子どもたちが自由
に遊べる場所を提供することで、子どもたちの社会性や創造性を
養い、体力向上のために、ＴＡＭ子どもクラブ事業を実施。 

評価・課題 
・ＴＡＭ子どもクラブ事業において、スポーツ以外の活動の導入を
検討。 

 
 

◆◇◆◇◆◇◆◇子子子子どものどものどものどもの心心心心のののの健康健康健康健康づくりづくりづくりづくり◇◆◇◆◇◆◇◆    
○○○○子子子子どものどものどものどもの心心心心ののののケアケアケアケア    

 アアアア    適応指導教室適応指導教室適応指導教室適応指導教室のののの推進推進推進推進    

現況 
・２名の指導員を配置し、不登校児童生徒の学習面や生活面の指導
を府中市適応指導教室（スマイルルーム）にて継続して推進。 

評価・課題 
・府中市適応指導教室指導員の勤務時間の関係で、学校との連携の
時間が十分確保できない。 

 イイイイ    相談活動相談活動相談活動相談活動のののの充実充実充実充実    

現況 
・中学校４校にスクールカウンセラーを継続配置。 
・教育センターに教育相談員を配置。（平成17、18、21年度は複数
配置） 

評価・課題 
・児童生徒及び保護者の心理的安定、不登校等の未然防止を図った。 
・校内の取組みに対する、専門的立場からの具体的指導・助言を得
た。 

 

○○○○非行防止非行防止非行防止非行防止、、、、有害環境有害環境有害環境有害環境へのへのへのへの対策対策対策対策    

 アアアア    問題行動問題行動問題行動問題行動にににに対対対対するするするする地域地域地域地域におけるにおけるにおけるにおける行動連携推進事業行動連携推進事業行動連携推進事業行動連携推進事業のののの継続継続継続継続    

現況 

・青少年育成府中市民会議に専門の指導員をおき、警察等との連携
及び、地域支援システムを継続実施。 
・府中市スクールネットワークの充実。 
・関係機関等と連携し、不登校やいじめ及び問題行動等に対する未
然防止や支援の充実を図った。 

評価・課題 
・関係機関との連携により、見回り活動の充実や問題行動の未然防
止を図った。 

 イイイイ    情報情報情報情報のののの共有共有共有共有    

現況 

・小学校にも生徒指導担当者を配置し、小中学校生徒指導主事等研
究会を定期的に開催。 
・府中市こころの支援ネットワーク、府中地区学校・警察連絡協議
会、青少年健全育成関係者連絡会等との定期的な連携。 

評価・課題 

・学校・地域・行政のネットワークの構築。 
・問題行動等に対する、未然防止や支援の充実。 
・行政内各機関の組織化と包括的な支援。 
・生徒指導主事の指導力の向上。 
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◆◇◆◇◆◇◆◇次代次代次代次代のののの親親親親づくりづくりづくりづくり◇◆◇◆◇◆◇◆ 
○○○○命命命命のののの大切大切大切大切さやさやさやさや子子子子どもをどもをどもをどもを産産産産みみみみ育育育育てることのてることのてることのてることの意義意義意義意義のののの学習学習学習学習のののの充実充実充実充実    

 アアアア    保育体験活動保育体験活動保育体験活動保育体験活動のののの推進推進推進推進    

現況 
・毎年、中学３年生において、実施している中学校は２校。 
・職場体験学習では、全校実施。 
・平成18年度まで実施していた学校は１校。 

評価・課題 ・全中学３年生が対象となっていない。 

 イイイイ    思春期保健対策思春期保健対策思春期保健対策思春期保健対策のののの充実充実充実充実    

現況 

・平成16年度に、健康増進計画を策定するために、６～18歳を対象
にアンケート調査を実施。こころの健康づくり、未成年者の飲酒・
喫煙防止について実態を把握し計画に盛り込んだ。平成21年度に
計画の見直しのため再度調査を行い、評価を実施。 
・ライオンズクラブ、警察と連携し、小中学校において薬物乱用防
止教室を開催。 

評価・課題 

・保健課において、学校関係者との連携を深めることができず、具
体的な事業の取組みは未実施。 
・薬物乱用防止教室については、全中学校では実施、小学校におい
ては未実施校がある。 

 ウウウウ    福祉教育福祉教育福祉教育福祉教育のののの場場場場のののの充充充充実実実実    

現況 
・中学生福祉施設・保健施設体験学習の参加者数は、平成20年度65
人から平成21年度85人に増加。 

評価・課題 
・参加生徒の中にも、積極的な参加者と、友達について行くことが
目的の生徒があり、参加動機に大きな差がある。 
・動機の違いにより、体験活動に対する積極性に大きな開きがある。 

 エエエエ    こころのこころのこころのこころの教育教育教育教育のののの推進推進推進推進    

現況 

・平成18年度から始まった、道徳教育推進者養成プログラムに参加
し、受講者が「府中市道徳教育推進協議会」の中心となって、市
内の道徳教育推進に向けて取組みを進めた。特に、道徳教育に関
しては、平成21年度から新教育課程にも移行し、各校に１名の道
徳教育推進教師が校務分掌上に位置づけられている。 
・道徳教育は、学校教育全体を通じて行われるもので、児童生徒の
発達段階に応じた適切な指導を道徳の時間を要として行ってい
る。 

評価・課題 
・学校や家庭、地域が一体となって子どもたちの豊かな心の育成に
取り組むことが必要。 
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○○○○就労就労就労就労にににに対対対対するするするする意識啓発意識啓発意識啓発意識啓発・・・・就労支援就労支援就労支援就労支援    

 アアアア    就労就労就労就労にににに対対対対するするするする意識啓発意識啓発意識啓発意識啓発    

現況 

・子どもを対象とした産業観光ツアーを支援し、地場産業への関心
と理解を高めるため、工場見学やものづくり体験を実施。 
・中学２年生を対象としたキャリア・スタート・ウィークを実施し、
受入れ事業所134か所、参加生徒数332名。 

評価・課題 ・産業観光ツアーは、市内外から好評を得ている。 

 イイイイ    若者若者若者若者のののの就労就労就労就労にににに関関関関するするするする啓発啓発啓発啓発・・・・支援支援支援支援    

現況 
・福山地方雇用対策協議会、福山地方Ｕターン就職協議会に参加し、
就職ガイダンス、Ｕ・Ｉターン就職・総合就職相談会等の開催を
支援し、人材の確保と雇用の安定を図った。 

評価・課題 

・就職ガイダンスやＵ・Ｉターン就職登録を契機に、福山地方の企
業への就職が決定する等、地域企業の人材確保につながった。 
・平成20年秋頃からの経済危機により、ハローワーク府中の有効求
人倍率は、平成21年５月現在0.26倍まで落ち込んでいるため、雇
用促進を図る必要がある。 
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③「府中市健康地域づくり審議会」からの「次世代育成支援分科会」への重
点項目としての指示事項に対する取組みの状況 

 

 ア 保育体制の再編整備と特別保育事業の充実 

 

 保育・子育て支援に対するニーズの多様化・高度化に対応するために、平成17年３

月に策定した「保育体制再編整備計画」に沿って、保育施設の統廃合整備、特別保育

事業の実施（一時・休日・病後児・延長）、低年齢児保育の拡充、子育て支援センタ

ーの増設に取り組み、子どもと子育て家族に対する支援施策の充実を図ってきました。 

 特に、平成18、19年度の保育所統合整備・私立幼稚園誘致・認可外保育施設の認可

化、平成21年度に開所した新・広谷保育所の整備、平成22年度中の開所に向けて整備

を進めている新・国府保育所の建設等については、滞りなく計画を遂行してきました。 

 しかしながら、この間、保育所・幼稚園を運営する社会福祉法人の解散等、不測の

事態が生じたため、当初の計画完遂には支障を来たしています。したがって、一旦、

中間総括を行い、「保育体制再編整備計画」策定以降の社会・経済等情勢の変化にも

応じるよう再考し、当初計画を見直した「（仮称）保育体制再編整備計画２」を立案

していくことが必要です。 

 

 イ 安心できる子育て環境の整備 

 

 平成17年度には子育てガイドマップの作成、平成18年度には、子育てに関する相

談窓口の児童課への設置等により、子育て家庭への情報提供と支援を推進してきま

した。 

 また、平成17年３月には、「児童虐待防止ネットワーク」（平成20年４月に「府

中市要保護児童対策地域協議会」へ移行）を設置し、「府中市こころの支援ネット

ワーク」の部門別ネットワークとして構築されたことにより、各関係機関との連携

を円滑に図ることができました。 

 この協議会では、各関係機関の代表者・実務者・担当者会議等を定期的に開催し、

児童虐待に対する早期対応、予防や早期発見にも努めてきました。 

 児童虐待に対する意識を高めるための市民への啓発活動や、保育所職員をはじめ、

各関係機関を対象とした研修活動の実施を通して、子育て環境整備の一層の充実を

図ってきたことは評価できます。 
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 ウ 地域子育て支援センター事業の整備・充実 

 

 継続事業としては、育児相談やブックスタート等の実施、新規事業としては、市

民への情報提供を目的とした「子育て通信（ほっと通信）」の発行や出前ひろばの

開催等の実施により、地域の子育て支援の核として、子育て支援のさらなる充実を

図ることができました。 

 平成21年度からは、３施設（新・広谷、上下、和光園）での設置となり、各々の

役割を明確にし、地域性に応じた子育て家庭への支援の充実を図ってきました。 

 今後は、子育てサークル活動の支援やファミリーサポート事業の提供会員の増員

等の充実を図っていく必要があります。 

 「保育体制再編整備計画」では６か所設置となっていますが、各中学校区に１施

設設置が基本なので、計画の見直しを検討することが必要です。 

 

 エ 乳幼児期からの食育の推進 

 

 保育所での食育推進の取組みとしては、乳幼児期食育向上推進委員会の活動を中

心に、この５年間で定着しており、給食試食会や講演会の実施等による保護者への

啓発や、子育て支援センターにおける未入所児への食育推進活動を進めています。 

 この間、「朝食抜きゼロ」を目標に、朝食欠食率の実態調査及び食育実践に対す

る評価を行うために４回実施したアンケート結果を基に、朝食未定着の原因分析と

保育所給食に対する保護者の意見の反映により、事業内容について具体的な改善を

図ってきました。 

 また、平成21年度は、各保育所において、「食育の日（毎月19日）」及び「食育

月間（６月）」の普及啓発を図る取組みを行いました。 

 食育については、特に、子どもを取り巻く大人の力が重要であり、食に関する情

報提供・相談・学習の機会等を通して、保護者と密接に連携をとることが重要です。 
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 オ マザーリング・ザ・マザー（父親の母親サポート）の普及啓発 

 

 「マザーリング・ザ・マザー」とは、家族、特に父親が子育ての主役である母親

をサポートするということの意識改革のための啓発活動ですが、平成20年度までは、

各保育施設における行事開催曜日の変更により、より多数の参加を促す等の工夫は

みられるものの、特筆すべき事業・施策を提案し、展開するまでには至っていませ

んでした。 

 しかしながら、平成20年度実施の後期ニーズ調査において、父母両者への回答を

求める設問（子育てに関する悩み、相談者・相談機関、情報入手先、仕事との両立

させるために必要項目）を設定したことは、実態を把握し、具体的な施策を立案す

るうえでの重要な資料となりました。 

 「父親が子育ての主役である母親をサポートすることは非常に重要である」とい

う認識が十分に普及していない現状を踏まえ、平成21年度９月から「パートナー支

援」（土曜日親子教室）を府中市子育て支援センターにおいて開設しました。主な

対象者は、子育て中の父親とし、家族（男性）を中心に、乳幼児期の発達の理解を

促すことを目的とし、ふれあい遊びを行いました。 

 今後は、この「パートナー支援」事業を充実させるとともに、関係機関とも連携

をとり、施策設定をする必要があります。 
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（４）後期計画に向けた課題 

 後期ニーズ調査結果及び子育て支援、児童育成に関する施策に取り組んでいる

関係各課・所における実績評価、関係団体ヒアリングによる今後の重点課題は次

のとおりです。また、すべての課題の根底には、子育てに対する負担感・不安感

があり、まずはそれらを解消する必要があります。 

 
 
 
 
 
 
 
 
①身近な人による子育て支援の強化 

�

 後期ニーズ調査結果等からわかるように、日常的な子育てをする人は母親に偏

っており、そのことは母親の不安感や負担感につながっています。府中市では『マ

ザーリング・ザ・マザー（父親の母親サポート）』の普及啓発を進めてきましたが、

市民の方へ広く普及するに至っていない状況です。 

また、近年では少子・高齢化・核家族化の進行とともに、地域や祖父母との関

係も希薄となり、身近な支援を受けにくい状況にあります。公的サービスの充実

はもちろんのことですが、近居の祖父母や近隣の人々による身近な支援が重要で

す。また、地域の人々の相互の支え合いによるファミリーサポート事業の充実や

主任児童委員等、地域の人々による子育て参加も重要です。 

家族や近隣の人々等、身近な人々が一緒に子育てをすることで、母親の孤独感、

負担感、不安感を軽減し、子育てに喜びや楽しみを実感できる環境をつくってい

く必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
��������	


母親母親母親母親のののの負担感負担感負担感負担感・・・・不安不安不安不安感感感感    

食育の推進 
安心して 

子育てのできる環境づくり 

仕事と子育ての両立支援 身近な人による 
子育て支援の強化 
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②仕事と子育ての両立支援 
�

 仕事と子育ての両立についてみると、育児休業制度の利用状況が前期計画の目

標値に比べて非常に低くなっています。さらに、子育ての悩みについて就学前の

父親にうかがったところ、「子どもと一緒に過ごす時間を十分にとれないこと」が

最も多くなっています。 

 仕事と家庭やプライベートを両立したいという考えをもちながらも、「仕事か、

家庭か」といった二者択一の状況によって、個人・家庭の負担にもつながり、徐々

に生活の豊かさを失っていく可能性があります。 

 次代の府中市を担う子どもたちのためにも、仕事と子育てを両立できる環境を

早期に整備し、『ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和）』の取組みを強

化することで、多様な働き方の実現をめざす必要があります。その取組みの一環

として、本市では平成20年度に働き方の見直しを題材に講座を開催していますが、

今後はより幅広い啓発を行っていく必要があります。 

 また、「府中市男女共同参画プラン」の優先重点目標でもある「女性が働きやす

い環境づくり」と絡めた周知・啓発をより有効に実施することが必要です。 

 

指 標 項 目 
前期計画 

【平成 21 年度目標値】 
後期ニーズ調査 

【平成 20 年度現状値】 
男女別育児休暇取得率 

（男性） 
（女性） 

 
10.0％ 
80.0％ 

 
0.20.20.20.2％％％％    
30.530.530.530.5％％％％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

�

� ��������	
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③安心して子育てのできる環境づくり 

�

 後期ニーズ調査結果からみると、府中市に望む子育て支援施策について、就学

前・小学生ともに「安心して子どもが医療機関にかかれる体制を整備していく」

が最も高くなっています。小児救急医療に対するニーズは高まっており、『小児科

の見直し・充実』『診療時間を長くして欲しい』等、多くの意見が寄せられていま

す。住み慣れた地域で、安心して子どもを生み育てることができるよう、救急医

療体制の充実や周知徹底が求められます。 
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 近年、児童虐待等痛ましい事故が増加し、子どもを取り巻く環境は変化してき

ています。 

 後期ニーズ調査結果をみると、子育てに関する悩みや気になることについて、

「子どもを叱りすぎているような気がすること」「子育てへのストレスがたまって、

子どもに手をあげたり、世話をしなかったりしてしまうこと」があると回答した

保護者（特に母親に多い）がいることがわかります。このような育児ストレスに

対する身近な支援として市内各地域の相談拠点となるよう、今後子育て支援セン

ターの増設や機能強化を図る必要があります。さらに、多様なケースに対応でき

るよう、「府中市こころの支援ネットワーク」や「府中市要保護児童対策地域協議

会」等、段階に応じた重層的な相談体制の一層の充実が求められます。 
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■被虐待児の年齢・虐待種別                          単位：件 

区分 身体的虐待 性的虐待 ネグレクト 心理的虐待 虐待でない 不明 計 
０～３歳未満 0 0 1 0 1 1 3 
３歳～学齢前児童 0 0 1 3 0 1 5 

小学生 1 2 2 4 3 0 12 
中学生 0 0 1 1 1 0 3 

高校生・その他 0 0 0 0 0 0 0 
計 1 2 5 8 5 2 23 

構成比（％） 4.3 8.7 21.7 34.8 21.7 8.7 100.0 

資料：児童課（保育係） 
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④食育の推進 
�

 子どもたちが健やかに成長していくためには、日々の食生活がとても重要であ

り、後期ニーズ調査結果にも、子育てに関する悩みや気になることについて、「食

事や栄養に関すること」が、上位に挙がっています。 

 本市では、子どもの健康づくりや健全な食習慣づくりのために、各関係機関が

連携し、食育に関する講演会や講習会、調理実習等、さまざまな食育推進活動に

取り組んできました。 

本市では、保護者の意識を高めることと保育所入所児童の食の現状と課題を把

握することを目的に、朝食アンケートの実施をこれまでに４回行っています。朝

食を摂ることの必要性については徐々に浸透してきていますが、アンケート未回

収世帯の朝食摂取については把握できていない現状にあり、乳幼児の子どもをも

つ保護者からは、「起床から朝食までの時間がなく、食欲が出ない、食べたがらな

い」といった声も多く出ています。 

 また、これまでの取組みから「食」だけでなく、「生活リズム」を身につけるこ

とについての課題も明らかになってきています。今後も、生活全般の中での「食」

が重要だととらえ、子どもたちが望ましい食生活習慣を身につけ、生涯にわたっ

て健康な生活が送れるよう、各関係機関が連携し、食育に関する講演会や講習会、

調理実習等、さまざまな食育推進活動に取り組み、たくましい子どもを育成して

いく必要があります。 

 このような現状を踏まえ、家庭や地域と連携を図りながら食育を推進していく

ためには、子どもの成長の発達段階に合った望ましい生活習慣を確立していく必

要があります。 
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資料２  府中市の子ども・子育てを取り巻く現況�

�

�

１ 少子化の動向 

 

（１）人口の推移 

 

①総人口と児童人口の減少 
 

 国勢調査による府中市の総人口をみると、０歳～17歳の児童人口が昭和 60年～

平成 17 年の 20 年間で約半数に減少しています。さらに、総人口に占める児童人

口の割合も減少傾向が続いており、平成 17年では 15.8％となっており、少子化が

進行しています。昭和 60年には約４人に１人の割合で子どもがいたのに対し、平

成 17年には約６人に１人という少ない割合となっています。 
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人口の将来推計

1,780 1,697 1,624
2,129 2,086 1,992

2,316 2,368

1,8421,9141,964
2,1802,2122,280

2,3502,3872,4242,465

42,13642,63743,30043,82844,20644,669

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

40,000

45,000

50,000

平成21年
実績

平成22年
推　　計　
人　　口

平成23年 平成24年 平成25年 平成26年

(人) 0～5歳人口 6～11歳人口
12～17歳人口 総人口

　目標年度（平成26年度）の将来推計
および総人口に占める割合
0～5歳人口　　：1,624人（3.9%)
6～11歳人口　　：1,992人（4.7%)
12～17歳人口　：2,368人（5.6%)
　　　合　計　：5,984人（14.2%)

 

②人口の将来推計 
 

 住民基本台帳及び人口動態統計による出生の状況をもとに、コーホート変化率法※

によって府中市の人口の将来推計を行うと、総人口、０～17歳人口はともに減少し

ていくと予測されます。 

 この計画の目標年度である平成 26 年度には、０～５歳人口が 1,624 人、６～11

歳人口が 1,992 人、12～17 歳人口が 2,368 人になると見込まれます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                             
※コーホート変化率法＝各コーホート（同じ年または同じ期間に生まれた人々の集団）について、過
去における実績人口の動勢から「変化率」を求め、それに基づき将来人口を推計する方法のこと。 

資料：実績値は住民基本台帳４月１日現在（外国人登録人口含む） 
   推計値は人口動態統計よりコーホート変化率法で推計 
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（２）世帯の状況 

 

 国勢調査による府中市の世帯の状況をみると、多少の増減はあるものの、ほぼ横

ばい傾向にあります。しかし、世帯当たり子ども数については、昭和 60年に比べて

平成 17年では 0.3 人と半減しています。 

 一方、世帯構造の推移の表をみると、６歳未満の親族のいる世帯の数、18歳未満

の親族のいる世帯の数について大きく減少しています。少子化により、子どものい

る世帯数も減っていることがうかがえます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■世帯構造の推移   単位：世帯、人、％

  昭和 60年 平成２年 平成７年 平成 12年 平成 17年 

世帯数 15,563 15,499 15,665 15,546 15,353 

世帯人員 54,114 51,969 49,694 46,873 44,207 

平均世帯人員 3.5 3.4 3.2 3.0 2.9 

世帯当たり子ども数 0.6 0.5 0.4 0.3 0.3 

６歳未満の親族のいる世帯の数 2,723 2,266 1,961 1,796 1,579 

 割合 17.5% 14.6% 12.5% 11.6% 10.3% 

18 歳未満の親族のいる世帯の数 7,522 6,464 5,331 4,589 4,001 

 割合 48.3% 41.7% 34.0% 29.5% 26.1% 

資料：国勢調査（※世帯当たり子ども数＝０歳～11歳人口/世帯数）
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（３）出生の動向 

 

 人口動態統計による府中市の出生数は、平成16年で344人と多くなっていますが、

その他については、330 人前後で推移しています。また、出生率は全体的に県や国

に比べて低くなっています。平成 15 年から平成 19 年にかけて広島県は上昇してい

るのに対し、府中市はほぼ横ばいで推移しています。 

 また、合計特殊出生率※は、平成 15 年から平成 19 年までの５年間で 1.47 となっ

ており、過去と比べると低い状況ですが、県・国と比較すると高い状況です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                             
※合計特殊出生率＝一人の女性が一生の間に産む子どもの数の指標のこと。 
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（４）婚姻の動向 

 

①婚姻数・離婚数の推移 
 

 人口動態統計による府中市の婚姻数・離婚数をみると、婚姻数は平成 18年で一

度増加したものの、再び減少傾向にあります。 

 一方の離婚数は、おおむね横ばいの推移となっています。 
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②未婚率の推移 
 

 府中市の未婚率の推移をみると、男女ともに、いずれの年齢層においても、未

婚率が高くなる傾向にあります。中でも男性の 30歳代、女性の 25歳から 39歳の

未婚率は、近年著しく上昇を続けており、未婚化・晩婚化の進行が強くうかがえ

ます。 

 また、全国平均と比較すると、女性はすべての年代で下回っているものの、男

性では 30歳から 39歳の年代で平均を上回っています。 
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（５）就労の状況 

 

①就業者数及び就業率の減少 
 

 国勢調査による府中市の就業状況をみると、男性、女性とも就業率は年々ゆる

やかに減少する傾向にあります。 

 平成 17 年の就業率は、男性が 65.4％、女性が 45.7％という状況にあり、女性

の就業率は依然として低い状況にあります。 
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②女性の年齢別就業率 
 

 国勢調査による府中市の女性の年齢別就業率をみると、25歳～29歳では 72.6％

であった就業率が、30歳～34歳の子育て世代では66.4％にまで一度落ち込んでお

り、35 歳以降にかけて再び上昇しています。このことから、結婚や出産、育児を

機にいったん退職する女性が多いことがわかります。 

 一方、同様の年代において、県・国と比較をすると、府中市の方が就業率が高

いことがうかがえます。 

 府中市の女性就業率の内訳をみると、製造業の占める割合は就業者数全体の

30.0％と高くなっており、府中市の地場産業の特性が表れています。全国の 13.5％

と比較しても高い割合となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■女性就業者の産業分類【上位４項目】 

 第１位 第２位 第３位 第４位 

府中市 
製造業製造業製造業製造業    
30.030.030.030.0％％％％    

卸売・小売業 
20.9％ 

医療・福祉 
18.3％ 

サービス業 
10.6％ 

全国 
卸売・小売業 
21.5％ 

医療・福祉 
16.0％ 

サービス業 
14.9％ 

製造業製造業製造業製造業    
13.513.513.513.5％％％％    

資料：平成17年国勢調査 

女性の年齢別就業率（15歳以上）

2.02.02.02.0

10.710.710.710.7

38.838.838.838.8

61.161.161.161.1

68.868.868.868.8
72.672.672.672.6

66.466.466.466.4
72.872.872.872.8

80.280.280.280.2 80.380.380.380.3
73.973.973.973.9

25.825.825.825.8
17.717.717.717.7

10.710.710.710.7
6.36.36.36.3
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③就労の継続意向 
 

 後期ニーズ調査結果によると、保育サービスや職場における両立支援または家

族の理解等が整っていれば、継続して就労していたという方が、全体で 45.2％と

半数近くいることがわかります。職業生活と家庭生活のバランスのとれた両立を

めざすためには、過剰な仕事優先意識や固定的な性別役割分担意識の見直し、育

児休業制度の利用促進等を促す対策・体制が必要であるため、企業等へのより一

層の啓発が求められます。 
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２ 子育て支援サービスの状況 

 

（１）保育所の状況 

■平成21年度の状況 

設置 名 称 定員 対象年齢 保育時間 特別保育等 
公立 国府保育所 150 ３歳～５歳 ７：00～19：00  

公立 広谷保育所 180 満６か月～５歳 ７：00～20：00 

一時保育 
休日保育 
病後児保育 
子育て支援センター 

公立 栗生保育所 90 ３歳～５歳 ７：50～17：30  
公立 中須保育所 90 ２歳～５歳 ７：50～17：30  
公立 下川辺保育所 90 ２歳～５歳 ７：50～17：30  
公立 土生保育所 90 ３歳～５歳 ７：00～19：00  
公立 協和保育所 45 ３歳～５歳 ７：50～17：30  
公立 久佐保育所 45 ３歳～５歳 ７：50～17：30  

公立 上下保育所 150 満６か月～５歳 ７：30～19：00 
一時保育 
子育て支援センター 

公立 つくし保育所 90 ２歳～５歳 ８：00～17：30  
公立 和光園保育所 150 生後８週～５歳 ７：00～19：00 子育て支援センター 
私立 まさみ園保育所 60 生後８週～２歳 ７：00～19：00  
私立 リョービ保育園 90 １歳～５歳 ７：30～19：00  
私立 たんぽぽ園保育所 90 生後８週～５歳 ７：00～18：30  

 

 

（２）幼稚園の状況 

■平成21年度の状況 

名 称 対象年齢 保育時間 備 考 

府中すばる幼稚園 満３歳～就学前まで 
月～金９：30～14：30 
土  ９：30～11：30 

延長保育 
18：00 まで 

 

 

（３）認可外保育施設の状況 

■平成21年度の状況 

名 称 対象年齢 保育時間 備 考 

たま保育園 産休明け～就学前まで 
月～金７：00～18：00 
土  ７：30～12：30 

延長保育 
月～金 19：00まで 
土  17：00 まで 
一時保育 
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（４）預かりサービス等の状況 

■平成21年度の状況 

事業名 主な内容 備考 

一時預かり 

保護者の就労形態の多様化に伴う

一時的な保育及び保護者の疾病等に

よる緊急時の保育に対応する事業。 

 保護者のリフレッシュ等私的な理

由により、一時的に家庭での保育が

困難な場合にも利用可能。 

 
対象 
 市内に在住する児童で、保育所
（園）に入所（園）していない満１
歳から就学前までの児童 
保育日数の限度 
 1 か月 14日以内 
実施場所 
 広谷保育所、上下保育所 
保育時間 
 月～土８：30～15：30 
 日・祝・年末年始は除く 
負担金 
 ４時間超 2,000 円 
 ４時間まで 1,000 円 
（世帯の状況により異なる） 

休日保育 

保育所が休所となる日・祝日に保

育する事業。 

 
対象 
 市内の認可保育所に入所している満
１歳に達している児童で保護者の就労
により、家庭で保育できない場合 
実施場所 
 広谷保育所、上下保育所 
保育時間 
 日・祝日７：50～17：30 
 年末年始は除く 
昼食等 
 お弁当は各自持参 
 おやつは用意 
負担金 
 １日 2,000 円 
（世帯の状況により異なる） 

病後児保育 

児童が病気の急性期を過ぎ、回復

期になったものの集団保育はまだ困

難なとき、一時的に保育する事業。 

 
対象 
 市内の認可保育所に入所している満
１歳に達している児童で医師により病
気の回復期とみなされ、保護者の就労
により、家庭で保育できない場合 
実施場所 
 広谷保育所 
保育時間 
 月～金７：50～17：30 
 土・日・祝・年末年始は除く 
昼食等 
 病状に応じた食事を用意 
負担金 
 １日 2,000 円 
（世帯の状況により異なる） 
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事業名 主な内容 備考 

ファミリー 
サポート事業 

子育ての支援を受けたい方（依頼

会員）と子育ての支援ができる方が、

会員となり、会員制度によって、子

育ての輪を拡げて、安心して子育て

をしていくために相互援助を行う活

動。 

 
依頼会員 
 府中市在住で、０歳から小学６年
生までの児童がいる方 
実施場所 
 府中市子育て支援センター 
（広谷保育所内） 
時間 
 ７：30～20：00 
サポート内容 
 保育所等までの送迎、保育開始前
や終了後の預かり、放課後児童クラ
ブ等の送迎、学校から帰宅後の預か
り、保護者の病気等の場合や育児に
伴う心理的・身体的負担解消のため
の預かり 等 
利用料 
 １時間当たり  
 月～金    600 円 
 土・日・祝日 700 円 
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（５）地域子育て支援センター事業の状況 

 子育て支援センターでは、地域の子どもとその家庭との出会いや結びつきを大

切に、保護者と一緒になって子育てを考えており、保護者の相談に応え、安心し

て子育てができるような支援活動をしています。 

 府中市では、３か所の保育所に設置されています。 

 

■平成 21年度の状況 

名 称 開館日・時間 事業内容 

府中市子育て支援センター 
（広谷保育所内） 

月～土曜日 ９：00～16：00 
日曜・祝日・年末年始は除く 

電話相談・来所相談・訪問相談 
おやこひろば、親子教室、 
出前ひろば、サークル活動、 
ファミリーサポート事業、 
ブックスタート事業 等 

和光園子育て支援センター 
（和光園保育所内） 

月～土曜日 ９：00～16：00 
第３日曜日 ９：00～16：00 
第３以外の日曜・祝日・年末
年始は除く 

電話相談・来所相談・訪問相談、 
おやこひろば、親子教室、 
出前ひろば、サークル活動 等 

上下地域子育て支援センター
（上下保育所内） 

月～土曜日 ９：00～16：00 
日曜・祝日・年末年始は除く 

電話相談・来所相談・訪問相談、 
おやこひろば、親子教室、 
出前ひろば、サークル活動 等 

 

 

（６）その他の子育て支援・子どもの育成に関する施設 

■平成 21年度の状況 

名 称 開館日・時間 事業内容 

ＰＯＭ府中市こどもの国 
９：00～17：30 

月曜、第２・４木曜、第３日曜
（５/５・11/３を除く） 

子育て支援相談、プラネタリ
ウム、あそびの広場、幼児と
保護者の自由工作 等 

あさひ児童館 
（府中市生涯学習センター内） 

10：00～18：00 
日曜・祝日を除く 

歌やおどり、手遊び等のリズム
遊び、小学生からの工作教室・
太鼓教室・茶道教室 等 

府中市生涯学習センター 
（ＴＡＭスクエア） 

９：00～21：00 
第１・３日曜、年末年始を除く 

子ども企画講座、子どもクラ
ブ、スポーツクラブ等 

府中市立図書館・上下分室 
10：00～18：30 

毎週火曜、第３日曜、月末日、
年末年始を除く 

本・ビデオ・ＤＶＤ・ＣＤの
貸出し、おはなし会 等 
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◇市内の児童人口と主要施設図 

 子育てに関する身近な相談拠点である子育て支援センターや、その他の子育て

支援・育成に関する施設については、旧府中市と旧上下町の中心部に密集してい

ることがわかります。広域な市域において、遠方地域に住む親子も利用しやすい

よう支援していくことも今後の課題です。 
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（７）放課後児童健全育成事業（放課後児童クラブ・放課後子ども教室）
の状況 
 

■平成 21年度の状況 
平日開設時間 放課後子ども教室 
土曜日開設時間 
（第４土曜のみ） 

実施場所 
放課後児童クラブ名 
（小学校区名） 

実施場所 障害児受入 

長期休暇開設時間 児童クラブとの連携 
14：00～18：00 府中市わくわく子ども教室 
９：00～17：00 国府小学校 

国府小学校 
放課後児童クラブ 
（国府小学校区） 

国府小学校 ○ 
９：00～17：00 無 
14：00～18：00 府中市わくわく子ども教室 
９：00～17：00 クルトピア栗生 

栗生小学校 
放課後児童クラブ 
（栗生小学校区） 

栗生小学校 ○ 
９：00～17：00 無 
14：00～17：00 府中市わくわく子ども教室 
９：00～17：00 明郷小学校 

明郷小学校 
放課後児童クラブ 
（明郷小学校区） 

クルトピア 
明郷（公民館） 

○ 
９：00～17：00 無 
14：00～18：00 
９：00～17：00 

旭小学校 
放課後児童クラブ 
（旭小学校区） 

旭小学校 ○ 
９：00～17：00 

 

14：00～18：00 府中市わくわく子ども教室 
９：00～17：00 南小学校 

南小学校 
放課後児童クラブ 
（南小学校区） 

南小学校 ○ 
９：00～17：00 無 
14：00～18：00 府中市わくわく子ども教室 
９：00～17：00 北小学校 

北小学校 
放課後児童クラブ 
（北小学校区） 

北小学校 ○ 
９：00～17：00 無 
14：00～18：00 
９：00～17：00 

上下北小学校 
放課後児童クラブ 
（上下北小学校区） 

上下北小学校 ○ 
９：00～17：00 

 

14：00～18：00 
９：00～17：00 

上下南小学校 
放課後児童クラブ 
（上下南小学校区） 

旧矢野保育所 ○ 
９：00～17：00 

 

14：00～18：00 
９：00～17：00 

府中小学校 
放課後児童クラブＡ 
（府中小学校区） 

府中小学校 ○ 
９：00～17：00 

 

14：00～18：00 
９：00～17：00 

府中小学校 
放課後児童クラブＢ 
（府中小学校区） 

府中小学校 ○ 
９：00～17：00 
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（８）母子保健事業の実施状況 

 

①乳幼児健康診査 
 府中市における乳幼児健康診査の実施内容は、次のとおりとなっています。 

 

■平成 21年度の状況 

事業名 主な内容 備考 

乳児一般 
健康診査 

医療機関委託による健康診査 
 
対象 
 乳児期随時、６～７か月児 
 ※１人２枚受診票の交付 
（母子健康手帳交付時） 

４か月児 
健康診査 

問診、身体測定、発達チェック 

診察 

（小児科医師、外科・整形外科医師） 

集団指導 

（乳児期の保健、栄養、育児等） 

保健指導、離乳食指導 

（乳児期の保健、発育・発達、栄養、

育児等） 

絵本読み聞かせ及び配布 

（主任児童委員） 

 
対象 
 ４か月児 
（上下保健センター ４～５か月児） 
場所 
 府中市保健福祉総合センター 
 上下保健センター 
回数 
 府中市保健福祉総合センター 
→12回/年 
 上下保健センター 
→６回/年（10か月児と併せて） 
従事者 
 医師、看護師、保健師、栄養士、
保育士、母子保健推進員、主任児童
委員、事務職員 
周知 
 個別通知、市広報誌 

10 か月児 
健康診査 

問診、身体測定、発達チェック 

診察（小児科医師） 

集団指導（栄養：栄養士） 

保健指導、離乳食指導 

（乳児期の保健、発育・発達、歯科

保健、栄養、育児、事故防止等） 

 
対象 
 10か月児 
（上下保健センター 10～11か月児） 
場所 
 府中市保健福祉総合センター 
 上下保健センター 
回数 
 府中市保健福祉総合センター 
→12回/年 
 上下保健センター 
→６回/年（４か月児と併せて） 
従事者 
 医師、看護師、保健師、栄養士、
母子保健推進員、事務職員 
周知 
 個別通知、市広報誌 
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事業名 主な内容 備考 

１歳６か月児 
健康診査 

問診、身体測定 

診察（内科医師、小児科医師） 

歯科診察（歯科医師） 

尿検査（臨床検査技師） 

集団指導（栄養、ふれあい遊び） 

保健指導、栄養指導 

（幼児期の保健、発育・発達、歯科

保健、栄養、育児、事故防止） 

育児相談 

精神発達相談（心理相談員） 

 
対象 
 １歳７か月児 
場所 
 府中市保健福祉総合センター 
回数 
 12 回/年 
従事者 
 医師、看護師、歯科医師、歯科衛
生士、保健師、栄養士、保育士、心
理相談員、臨床検査技師、母子保健
推進員、事務職員 
周知 
 個別通知、市広報誌 

３歳児 
健康診査 

問診、身体測定 

診察（内科医師、小児科医師） 

歯科診察（歯科医師） 

尿検査（臨床検査技師） 

集団指導（栄養、ふれあい遊び） 

保健指導、栄養指導 

（幼児期の保健、発育・発達、歯科

保健、栄養、育児、事故防止等） 

育児相談 

 
対象 
 ３歳２か月児 
場所 
 府中市保健福祉総合センター 
回数 
 12 回/年 
従事者 
 医師、看護師、歯科医師、歯科衛
生士、保健師、栄養士、保育士、臨
床検査技師、母子保健推進員、事務
職員 
周知 
 個別通知、市広報誌 

２歳児 
歯科健康診査 

問診 

歯科診察（歯科医師） 

集団指導（歯科保健、栄養） 

保健指導（歯科保健、栄養） 

 
対象 
 ２歳４か月児とその保護者 
場所 
 府中市保健福祉総合センター 
回数 
 12 回/年 
従事者 
 歯科医師、歯科衛生士、保健師、
栄養士、母子保健推進員、事務職員 
周知 
 個別通知、市広報誌 

 

 

育児支援教室（ひよこクラブ） 
 集団での遊びを通して、子どもの発達を促し、関わり方を学び合う場で、親子遊びや 
テーマ遊びを行い、親同士の交流の場でもあります。 
 対象は、１歳６か月児、３歳児健康診査後、発達や育児に悩みを抱えている親子です。 
�
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②各種母子保健事業 
 府中市では母子の健康づくりのために次のような事業を実施しています。 

 

■平成 21年度の状況 

事業名 事業内容等 

母子健康手帳交付 

 
内容 
 手帳、受診票の交付 
対象 
 府中市に住民登録のある妊婦 
備考 
 府中市保健福祉総合センター  随時交付 
 上下保健センター       随時交付 
 「母子健康手帳別冊」も併せて渡します。 

妊婦一般健康診査 

 
内容 
 医療機関委託による健康診査 
対象 
 妊婦 
備考 
 健診費用助成回数 １人 14回 

妊婦 HBs 抗原検査 

 
内容 
 医療機関委託による健康診査 
対象 
 妊婦 
備考 
 １人１枚受検票の交付 

妊婦超音波検査 

 
内容 
 医療機関委託による健康診査 
対象 
 35 歳以上の妊婦 
備考 
 １人１枚受検票の交付 

マタニティクラス 

 
内容 
 妊娠・出産・育児・栄養に関する指導及び相談、歯科健康診査、交
流会 
対象 
 妊婦と家族 
回数 
 ８回/年（府中市保健福祉総合センター） 

母子健康相談 

 
内容 
 健康相談、身体計測、発達チェック等 
対象 
 妊産婦、乳幼児 
回数 
 26 回/年（府中市保健福祉総合センター・上下保健センター12 回/
年、子育て支援センター２回/年） 

家庭訪問指導 

 
内容 
 訪問指導 
対象 
 新生児（乳幼児健診事後、要指導者、すこやか育児サポート等） 
 妊産婦（ハイリスク…18歳未満、外国人、母子保健支援事業該当者等） 
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事業名 事業内容等 

こんにちは 
赤ちゃん訪問 

 
内容 
 訪問による発育・発達チェック、子育て支援に関する情報提供、育
児相談等（看護師、保健師） 
対象 
 生後４か月までのすべての新生児 

低体重児の届出と 
家庭訪問指導 

 
内容 
 訪問による養育指導（保健師、栄養士） 
対象 
 体重が 2,500 グラム未満の新生児 

幼児健全発達事業 

 
内容 
 集団指導（ふれあい遊び等）、個別指導 
対象 
 １歳６か月児・３歳児健診要指導者 
回数 
 12 回/年 

すこやか育児 
サポート事業 

 
内容 
 産婦人科医、小児科医との連携による、妊娠中から育児不安の解消
を図るための相談等 
対象 
 妊産婦、乳児とその家族 

子ども料理教室 

 
内容 
 調理実習、栄養指導 
対象 
 小学３～６年生 
回数 
 ２回/年 

母子保健推進員活動・
研修会 

 
研修内容 
 母子保健に関する研修（４回/年） 
活動内容 
 乳幼児健診・子育て支援事業の協力、ふれあい遊び、手づくりおも
ちゃづくり等実施 
推進員数 
 36 人（委嘱、報酬あり） 

予防接種 

 
内容 
 集団接種（ポリオ） 
 個別接種（三種混合、二種混合、麻疹風疹混合、麻疹、風疹、日本
脳炎、ＢＣＧ） 
対象 
 ０～７歳６か月児 

小児救急医療支援事業 
 
内容 
 小児救急医療体制整備 
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（９）経済的支援施策の状況 

 

■平成 21年度の状況（今後は制度内容の変更も見込まれます。） 

種 類 事業内容 

妊婦一般健康診査�  医療機関における妊婦一般健康診査を助成します。（回数１人14回） 

乳児一般健康診査�

 医療機関における乳児一般健康診査票を１人２枚（随時：６～７か
月児）交付します。 

未熟児養育医療給付�

（申請窓口）�

 出生時の体重が2,000 グラム以下または身体の発育が未熟のまま出生
した子どもで、指定医療機関に入院し、養育を行う必要がある子どもに
対して、医療の給付を行います。所得に応じて一部負担があります。 

保育料の軽減�  保護者の収入に応じ、保育料の適正な軽減を行います。 

乳幼児等医療費助成�

 出生から小学６年生（12歳に達した以後の最初の３月 31日まで）
の乳幼児等を対象に、医療費を助成します。ただし、小学生は「入院」
のみを助成します。所得制限があります。 

ひとり親家庭等�

医療費助成�

 18 歳以下（18歳に達する以後の最初の３月 31日まで）の児童を現
に養育している配偶者のいない人とその児童、父母のいない 18 歳以
下（18 歳に達した以後の最初の３月 31 日まで）の児童を対象に医療
費を助成します。所得制限があります。 

出産育児一時金�

 国民健康保険の被保険者が出産（妊娠 85 日以上の死産・流産を含
む）したとき、１児につき 39万円を支給します。なお、「産科医療補
償制度」に加入している分娩機関で出産したときは３万円加算し、42
万円を支給します。支給方法は、審査支払機関を通し、医療保険者か
ら分娩機関に直接支払います。また、出産費用が支給額未満の場合は、
世帯主が国保に申請することにより、支給額と出産費用との差額が世
帯主に支給されます。 
 ただし、他の健康保険等から支給される人には、国民健康保険から
は支給されません。 

児童手当�

 小学校修了前（12歳到達後最初の年度末）までの児童を養育してい
る人に支給されます。所得の制限があり、その限度額は加入している
年金の種類や扶養人数によって異なります。 
 ３歳未満 一律   10,000 円（月額） 
 ３歳以上 第１・２子 5,000 円  第３子以降 10,000 円 

児童扶養手当�

 18 歳に達する以後の最初の３月 31 日までの間にある（一定の障害
を有する場合は 20 歳未満）児童をもつ母子家庭の母親、または養育
者に支給されます。（所得制限あり） 

特別児童扶養手当�

 身体、知的または精神に障害のある 20 歳未満の児童を監護してい
る人に支給されます。ただし、父母や養育者または扶養義務者の所得
によって制限があります。また、障害があることを支給理由とする公
的年金を受けていたり、児童福祉施設に入所している場合は支給され
ません。 
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資料３  府中市健康地域づくり審議会 次世代育成支援分科会概要 

 

 

◆府中市健康地域づくり審議会に対する諮問 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【諮問主文】 

  府中市民のより良い健康づくりのために、中長期的ビジョンに立って

執行されるべき総合政策について。 

 

 【諮問理由】 

  現代の健康志向の高まりには、単に疾病状態を回避するだけでなく、

心身ともに健康で充実した人生を送りたいという、人々の切実な思いが

込められていると考えられます。加えて、乳幼児期から学童期へ、そし

て働き盛りから高齢期までのすべての人生において、家庭や地域、職場

との関わりのなかで、より自分らしく満足できる生活を送りたいという

根源的な欲求の実現のために、生涯を通じた健康の確保が人々にとって

の重要課題となっています。 

  このような人々の思いを受け止めるべき地域社会や企業等の職場、更

には福祉・医療機関や公共施設、行政機関等においては、人口の減少、

少子・高齢化の進展、専門科医等の人材不足、経済環境の深刻化、財政

基盤の脆弱化等の潮流に洗われ、十分な対応が用意できているとは言い

難い状態にあると言わざるを得ません。 

  人々の生活の基盤を整える使命を負う市にとって、生涯を通じての健

康の確保を求める人々が自らも健康づくりのために努力したときに十分

報われる環境を整えることは、今後の政策展開において必要かつ不可欠

なことと考えられます。 

  府中市は今、来年度より実施する新長期総合計画の策定を進めていま

す。これに盛り込まれる今後 10 年間に市が実施しなければならない政策

として、前述の課題への対応は欠くことができないものであります。そ

のためには、従来の保健、医療、福祉の各政策分野を総合化した新たな

政策の立案が必要だと考えています。 

  以上が、本諮問を行う理由であります。 

 

府中市長 伊 藤 吉 和 
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◆府中市健康地域づくり審議会から次世代育成支援分科会に対する指示事項 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆次世代育成支援分科会スローガン 

 

 

 

 

 

◆次世代育成支援分科会委員（平成22年３月現在） 

（敬称略） 

役 職 名 前 所 属 

会 長 中 野 悦 成  青少年育成府中市民会議 

副 会 長 楢 崎 満 顕  府中市町内会連合会 

常 任 委 員 唐 川 武 典  府中地区医師会 

常 任 委 員 楢 崎 文 子  府中市母子保健推進員会 

常 任 委 員 戸坂キヌ子  府中市民生委員児童委員協議会 

常 任 委 員 瀬 尾 千 鶴  府中商工会議所 

専 門 委 員 村 上 政 江  府中地区医師会 

専 門 委 員 岡本由姫美  私立保育所 

専 門 委 員 近 藤 玉 枝  私立児童施設 

専 門 委 員 庄 司 瑞 子  私立幼稚園 

専 門 委 員 伊 達 悦 子  府中市小中学校校長会 

専 門 委 員 桒 田 三 郎  府中市ＰＴＡ連合会 

専 門 委 員 六 反 英 子  府中市保育所保護者連合会 

 次世代育成支援対策推進法に基づく「府中市次世代育成支援行動計画」

の策定はもとより、少子化の急速な進行という現状の中で、子どもの健全

育成、家庭環境を考えるうえで、子育てと仕事の両立、保育体制のあり方、

そして子どもの心の病等を課題とした、特に乳幼児期・学童期の子どもと

その家庭への支援のために必要な政策について報告を求めます。 

 また、平成 16 年第５回（９月）府中市議会定例会により提案された「府

中市の保育体制の整備・充実に向けて」を受け、専門的に協議し、報告を

求めます。 

������ ����	� 
��
���

QRS�



 96 

 

◆平成21年度次世代育成支援分科会開催状況 

 

第15回次世代育成支援分科会 

と き：平成21年８月20日（木）13：30～15：00 

ところ：府中市役所２階第二応接室 

議 題 

  （１）平成21年度事業計画 
    ア 保育体制再編整備計画 
    イ 保育内容の向上 
    ウ 乳幼児期からの食育推進 
    エ 地域子育て支援センターの整備・充実 
    オ 子育て支援ネットワークの整備 
    カ マザーリング・ザ・マザーの普及啓発 
  （２）次世代育成支援行動計画平成21年度実施状況及び後期行動計画 
     策定について 
 

第16回次世代育成支援分科会 

と き：平成21年11月19日（木）13：30～15：00 

ところ：府中市役所２階第二応接室 

議 題 
  （１）府中市次世代育成支援後期行動計画素案（平成22年度～26年度）について 
 

 

第17回次世代育成支援分科会 

と き：平成22年２月18日（木）13：15～14：45 

ところ：府中市役所２階第二応接室 

議 題 

  （１）平成21年度事業の総括について 
    ア 保育体制再編整備計画 
    イ 保育内容の向上 
    ウ 乳幼児期からの食育推進 
    エ 地域子育て支援センターの整備・充実 
    オ 子育て支援ネットワークの整備 
    カ マザーリング・ザ・マザーの普及啓発 

  （２）次世代育成支援行動計画平成21年度実施状況及び府中市次世代育成支援

後期行動計画案（平成22年度～26年度）について 

  （３）平成22年度事業計画 
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家庭家庭家庭家庭でででで育育育育みみみみ    地域地域地域地域でででで育育育育むむむむ    子子子子どものどものどものどもの健康健康健康健康    
府中市次世代育成支援後期行動計画府中市次世代育成支援後期行動計画府中市次世代育成支援後期行動計画府中市次世代育成支援後期行動計画    
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